
働き方改革　生産性向上　長時間労働の是正　チーム力の強化　ワークライフバランス　部下への理解　ダイバーシティな経営　ライフのための知識　組織浸透　業務改善　時間捻出　提言　有言実行　隗より始めよ　イクボス宣言　ライフモデルの多様化　大介護時代の
到来　社内のチームワーク　部下への委任　コミュニケーション　テレワーク　IoT の導入　育休　有給　育児と介護　女性採用　仕事と成果　意思決定の迅速化　会議の改革　書類の削減　働き方改革　生産性向上　長時間労働の是正　チーム力の強化　ワークライフバ
ランス　部下への理解　ダイバーシティな経営　ライフのための知識　組織浸透　業務改善　時間捻出　提言　有言実行　隗より始めよ　イクボス宣言　ライフモデルの多様化　大介護時代の到来　社内のチームワーク　部下への委任　コミュニケーション　テレワーク　
IoT の導入　育休　有給　育児と介護　女性採用　仕事と成果　意思決定の迅速化　会議の改革　書類の削減　働き方改革　生産性向上　長時間労働の是正　チーム力の強化　ワークライフバランス　部下への理解　ダイバーシティな経営　ライフのための知識　組織浸透
　業務改善　時間捻出　提言　有言実行　隗より始めよ　イクボス宣言　ライフモデルの多様化　大介護時代の到来　社内のチームワーク　部下への委任　コミュニケーション　テレワーク　IoT の導入　育休　有給　育児と介護　女性採用　仕事と成果　意思決定の迅速
化　会議の改革　書類の削減　働き方改革　生産性向上　長時間労働の是正　チーム力の強化　ワークライフバランス　部下への理解　ダイバーシティな経営　ライフのための知識　組織浸透　業務改善　時間捻出　提言　有言実行　隗より始めよ　イクボス宣言　ライフ
モデルの多様化　大介護時代の到来　社内のチームワーク　部下への委任　コミュニケーション　テレワーク　IoT の導入　育休　有給　育児と介護　女性採用　仕事と成果　意思決定の迅速化　会議の改革　書類の削減　働き方改革　生産性向上　長時間労働の是正　
チーム力の強化　ワークライフバランス　部下への理解　ダイバーシティな経営　ライフのための知識　組織浸透　業務改善　時間捻出　提言　有言実行　隗より始めよ　イクボス宣言　ライフモデルの多様化　大介護時代の到来　社内のチームワーク　部下への委任　コ
ミュニケーション　テレワーク　IoT の導入　育休　有給　育児と介護　女性採用　仕事と成果　意思決定の迅速化　会議の改革　書類の削減　働き方改革　生産性向上　長時間労働の是正　チーム力の強化　ワークライフバランス　部下への理解　ダイバーシティな経営
　ライフのための知識　組織浸透　業務改善　時間捻出　提言　有言実行　隗より始めよ　イクボス宣言　ライフモデルの多様化　大介護時代の到来　社内のチームワーク　部下への委任　コミュニケーション　テレワーク　IoT の導入　育休　有給　育児と介護　女性採
用　仕事と成果　意思決定の迅速化　会議の改革　書類の削減　働き方改革　生産性向上　長時間労働の是正　チーム力の強化　ワークライフバランス　部下への理解　ダイバーシティな経営　ライフのための知識　組織浸透　業務改善　時間捻出　提言　有言実行　隗よ
り始めよ　イクボス宣言　ライフモデルの多様化　大介護時代の到来　社内のチームワーク　部下への委任　コミュニケーション　テレワーク　IoT の導入　育休　有給　育児と介護　女性採用　仕事と成果　意思決定の迅速化　会議の改革　書類の削減　働き方改革　生
産性向上　長時間労働の是正　チーム力の強化　ワークライフバランス　部下への理解　ダイバーシティな経営　ライフのための知識　組織浸透　業務改善　時間捻出　提言　有言実行　隗より始めよ　イクボス宣言　ライフモデルの多様化　大介護時代の到来　社内の
チームワーク　部下への委任　コミュニケーション　テレワーク　IoT の導入　育休　有給　育児と介護　女性採用　仕事と成果　意思決定の迅速化　会議の改革　書類の削減　働き方改革　生産性向上　長時間労働の是正　チーム力の強化　ワークライフバランス　部下
への理解　ダイバーシティな経営　ライフのための知識　組織浸透　業務改善　時間捻出　提言　有言実行　隗より始めよ　イクボス宣言　ライフモデルの多様化　大介護時代の到来　社内のチームワーク　部下への委任　コミュニケーション　テレワーク　IoT の導入　
育休　有給　育児と介護　女性採用　仕事と成果　意思決定の迅速化　会議の改革　書類の削減　働き方改革　生産性向上　長時間労働の是正　チーム力の強化　ワークライフバランス　部下への理解　ダイバーシティな経営　ライフのための知識　組織浸透　業務改善　
時間捻出　提言　有言実行　隗より始めよ　イクボス宣言　ライフモデルの多様化　大介護時代の到来　社内のチームワーク　部下への委任　コミュニケーション　テレワーク　IoT の導入　育休　有給　育児と介護　女性採用　仕事と成果　意思決定の迅速化　会議の改
革　書類の削減　働き方改革　生産性向上　長時間労働の是正　チーム力の強化　ワークライフバランス　部下への理解　ダイバーシティな経営　ライフのための知識　組織浸透　業務改善　時間捻出　提言　有言実行　隗より始めよ　イクボス宣言　ライフモデルの多様
化　大介護時代の到来　社内のチームワーク　部下への委任　コミュニケーション　テレワーク　IoT の導入　育休　有給　育児と介護　女性採用　仕事と成果　意思決定の迅速化　会議の改革　書類の削減　働き方改革　生産性向上　長時間労働の是正　チーム力の強化
　ワークライフバランス　部下への理解　ダイバーシティな経営　ライフのための知識　組織浸透　業務改善　時間捻出　提言　有言実行　隗より始めよ　イクボス宣言　ライフモデルの多様化　大介護時代の到来　社内のチームワーク　部下への委任　コミュニケーショ
ン　テレワーク　IoT の導入　育休　有給　育児と介護　女性採用　仕事と成果　意思決定の迅速化　会議の改革　書類の削減　働き方改革　生産性向上　長時間労働の是正　チーム力の強化　ワークライフバランス　部下への理解　ダイバーシティな経営　ライフのため
の知識　組織浸透　業務改善　時間捻出　提言　有言実行　隗より始めよ　イクボス宣言　ライフモデルの多様化　大介護時代の到来　社内のチームワーク　部下への委任　コミュニケーション　テレワーク　IoT の導入　育休　有給　育児と介護　女性採用　仕事と成果
　意思決定の迅速化　会議の改革　書類の削減　働き方改革　生産性向上　長時間労働の是正　チーム力の強化　ワークライフバランス　部下への理解　ダイバーシティな経営　ライフのための知識　組織浸透　業務改善　時間捻出　提言　有言実行　隗より始めよ　イク
ボス宣言　ライフモデルの多様化　大介護時代の到来　社内のチームワーク　部下への委任　コミュニケーション　テレワーク　IoT の導入　育休　有給　育児と介護　女性採用　仕事と成果　意思決定の迅速化　会議の改革　書類の削減　働き方改革　生産性向上　長時
間労働の是正　チーム力の強化　ワークライフバランス　部下への理解　ダイバーシティな経営　ライフのための知識　組織浸透　業務改善　時間捻出　提言　有言実行　隗より始めよ　イクボス宣言　ライフモデルの多様化　大介護時代の到来　社内のチームワーク　部
下への委任　コミュニケーション　テレワーク　IoT の導入　育休　有給　育児と介護　女性採用　仕事と成果　意思決定の迅速化　会議の改革　書類の削減　働き方改革　生産性向上　長時間労働の是正　チーム力の強化　ワークライフバランス　部下への理解　ダイ
バーシティな経営　ライフのための知識　組織浸透　業務改善　時間捻出　提言　有言実行　隗より始めよ　イクボス宣言　ライフモデルの多様化　大介護時代の到来　社内のチームワーク　部下への委任　コミュニケーション　テレワーク　IoT の導入　育休　有給　育
児と介護　女性採用　仕事と成果　意思決定の迅速化　会議の改革　書類の削減　働き方改革　生産性向上　長時間労働の是正　チーム力の強化　ワークライフバランス　部下への理解　ダイバーシティな経営　ライフのための知識　組織浸透　業務改善　時間捻出　提言
　有言実行　隗より始めよ　イクボス宣言　ライフモデルの多様化　大介護時代の到来　社内のチームワーク　部下への委任　コミュニケーション　テレワーク　IoT の導入　育休　有給　育児と介護　女性採用　仕事と成果　意思決定の迅速化　会議の改革　書類の削減
　働き方改革　生産性向上　長時間労働の是正　チーム力の強化　ワークライフバランス　部下への理解　ダイバーシティな経営　ライフのための知識　組織浸透　業務改善　時間捻出　提言　有言実行　隗より始めよ　イクボス宣言　ライフモデルの多様化　大介護時代
の到来　社内のチームワーク　部下への委任　コミュニケーション　テレワーク　IoT の導入　育休　有給　育児と介護　女性採用　仕事と成果　意思決定の迅速化　会議の改革　書類の削減　働き方改革　生産性向上　長時間労働の是正　チーム力の強化　ワークライフ
バランス　部下への理解　ダイバーシティな経営　ライフのための知識　組織浸透　業務改善　時間捻出　提言　有言実行　隗より始めよ　イクボス宣言　ライフモデルの多様化　大介護時代の到来　社内のチームワーク　部下への委任　コミュニケーション　テレワーク
　IoT の導入　育休　有給　育児と介護　女性採用　仕事と成果　意思決定の迅速化　会議の改革　書類の削減　働き方改革　生産性向上　長時間労働の是正　チーム力の強化　ワークライフバランス　部下への理解　ダイバーシティな経営　ライフのための知識　組織浸
透　業務改善　時間捻出　提言　有言実行　隗より始めよ　イクボス宣言　ライフモデルの多様化　大介護時代の到来　社内のチームワーク　部下への委任　コミュニケーション　テレワーク　IoT の導入　育休　有給　育児と介護　女性採用　仕事と成果　意思決定の迅
速化　会議の改革　書類の削減　働き方改革　生産性向上　長時間労働の是正　チーム力の強化　ワークライフバランス　部下への理解　ダイバーシティな経営　ライフのための知識　組織浸透　業務改善　時間捻出　提言　有言実行　隗より始めよ　イクボス宣言　ライ
フモデルの多様化　大介護時代の到来　社内のチームワーク　部下への委任　コミュニケーション　テレワーク　IoT の導入　育休　有給　育児と介護　女性採用　仕事と成果　意思決定の迅速化　会議の改革　書類の削減　働き方改革　生産性向上　長時間労働の是正　
チーム力の強化　ワークライフバランス　部下への理解　ダイバーシティな経営　ライフのための知識　組織浸透　業務改善　時間捻出　提言　有言実行　隗より始めよ　イクボス宣言　ライフモデルの多様化　大介護時代の到来　社内のチームワーク　部下への委任　コ
ミュニケーション　テレワーク　IoT の導入　育休　有給　育児と介護　女性採用　仕事と成果　意思決定の迅速化　会議の改革　書類の削減　働き方改革　生産性向上　長時間労働の是正　チーム力の強化　ワークライフバランス　部下への理解　ダイバーシティな経営
　ライフのための知識　組織浸透　業務改善　時間捻出　提言　有言実行　隗より始めよ　イクボス宣言　ライフモデルの多様化　大介護時代の到来　社内のチームワーク　部下への委任　コミュニケーション　テレワーク　IoT の導入　育休　有給　育児と介護　女性採
用　仕事と成果　意思決定の迅速化　会議の改革　書類の削減　働き方改革　生産性向上　長時間労働の是正　チーム力の強化　ワークライフバランス　部下への理解　ダイバーシティな経営　ライフのための知識　組織浸透　業務改善　時間捻出　提言　有言実行　隗よ
り始めよ　イクボス宣言　ライフモデルの多様化　大介護時代の到来　社内のチームワーク　部下への委任　コミュニケーション　テレワーク　IoT の導入　育休　有給　育児と介護　女性採用　仕事と成果　意思決定の迅速化　会議の改革　書類の削減　働き方改革　生
産性向上　長時間労働の是正　チーム力の強化　ワークライフバランス　部下への理解　ダイバーシティな経営　ライフのための知識　組織浸透　業務改善　時間捻出　提言　有言実行　隗より始めよ　イクボス宣言　ライフモデルの多様化　大介護時代の到来　社内の
チームワーク　部下への委任　コミュニケーション　テレワーク　IoT の導入　育休　有給　育児と介護　女性採用　仕事と成果　意思決定の迅速化　会議の改革　書類の削減　働き方改革　生産性向上　長時間労働の是正　チーム力の強化　ワークライフバランス　部下
への理解　ダイバーシティな経営　ライフのための知識　組織浸透　業務改善　時間捻出　提言　有言実行　隗より始めよ　イクボス宣言　ライフモデルの多様化　大介護時代の到来　社内のチームワーク　部下への委任　コミュニケーション　テレワーク　IoT の導入　
育休　有給　育児と介護　女性採用　仕事と成果　意思決定の迅速化　会議の改革　書類の削減　働き方改革　生産性向上　長時間労働の是正　チーム力の強化　ワークライフバランス　部下への理解　ダイバーシティな経営　ライフのための知識　組織浸透　業務改善　
時間捻出　提言　有言実行　隗より始めよ　イクボス宣言　ライフモデルの多様化　大介護時代の到来　社内のチームワーク　部下への委任　コミュニケーション　テレワーク　IoT の導入　育休　有給　育児と介護　女性採用　仕事と成果　意思決定の迅速化　会議の改
革　書類の削減　働き方改革　生産性向上　長時間労働の是正　チーム力の強化　ワークライフバランス　部下への理解　ダイバーシティな経営　ライフのための知識　組織浸透　業務改善　時間捻出　提言　有言実行　隗より始めよ　イクボス宣言　ライフモデルの多様
化　大介護時代の到来　社内のチームワーク　部下への委任　コミュニケーション　テレワーク　IoT の導入　育休　有給　育児と介護　女性採用　仕事と成果　意思決定の迅速化　会議の改革　書類の削減　働き方改革　生産性向上　長時間労働の是正　チーム力の強化
　ワークライフバランス　部下への理解　ダイバーシティな経営　ライフのための知識　組織浸透　業務改善　時間捻出　提言　有言実行　隗より始めよ　イクボス宣言　ライフモデルの多様化　大介護時代の到来　社内のチームワーク　部下への委任　コミュニケーショ
ン　テレワーク　IoT の導入　育休　有給　育児と介護　女性採用　仕事と成果　意思決定の迅速化　会議の改革　書類の削減　働き方改革　生産性向上　長時間労働の是正　チーム力の強化　ワークライフバランス　部下への理解　ダイバーシティな経営　ライフのため
の知識　組織浸透　業務改善　時間捻出　提言　有言実行　隗より始めよ　イクボス宣言　ライフモデルの多様化　大介護時代の到来　社内のチームワーク　部下への委任　コミュニケーション　テレワーク　IoT の導入　育休　有給　育児と介護　女性採用　仕事と成果
　意思決定の迅速化　会議の改革　書類の削減　働き方改革　生産性向上　長時間労働の是正　チーム力の強化　ワークライフバランス　部下への理解　ダイバーシティな経営　ライフのための知識　組織浸透　業務改善　時間捻出　提言　有言実行　隗より始めよ　イク
ボス宣言　ライフモデルの多様化　大介護時代の到来　社内のチームワーク　部下への委任　コミュニケーション　テレワーク　IoT の導入　育休　有給　育児と介護　女性採用　仕事と成果　意思決定の迅速化　会議の改革　書類の削減　働き方改革　生産性向上　長時
間労働の是正　チーム力の強化　ワークライフバランス　部下への理解　ダイバーシティな経営　ライフのための知識　組織浸透　業務改善　時間捻出　提言　有言実行　隗より始めよ　イクボス宣言　ライフモデルの多様化　大介護時代の到来　社内のチームワーク　部
下への委任　コミュニケーション　テレワーク　IoT の導入　育休　有給　育児と介護　女性採用　仕事と成果　意思決定の迅速化　会議の改革　書類の削減　働き方改革　生産性向上　長時間労働の是正　チーム力の強化　ワークライフバランス　部下への理解　ダイ
バーシティな経営　ライフのための知識　組織浸透　業務改善　時間捻出　提言　有言実行　隗より始めよ　イクボス宣言　ライフモデルの多様化　大介護時代の到来　社内のチームワーク　部下への委任　コミュニケーション　テレワーク　IoT の導入　育休　有給　育
児と介護　女性採用　仕事と成果　意思決定の迅速化　会議の改革　書類の削減　働き方改革　生産性向上　長時間労働の是正　チーム力の強化　ワークライフバランス　部下への理解　ダイバーシティな経営　ライフのための知識　組織浸透　業務改善　時間捻出　提言
　有言実行　隗より始めよ　イクボス宣言　ライフモデルの多様化　大介護時代の到来　社内のチームワーク　部下への委任　コミュニケーション　テレワーク　IoT の導入　育休　有給　育児と介護　女性採用　仕事と成果　意思決定の迅速化　会議の改革　書類の削減
　働き方改革　生産性向上　長時間労働の是正　チーム力の強化　ワークライフバランス　部下への理解　ダイバーシティな経営　ライフのための知識　組織浸透　業務改善　時間捻出　提言　有言実行　隗より始めよ　イクボス宣言　ライフモデルの多様化　大介護時代
の到来　社内のチームワーク　部下への委任　コミュニケーション　テレワーク　IoT の導入　育休　有給　育児と介護　女性採用　仕事と成果　意思決定の迅速化　会議の改革　書類の削減　働き方改革　生産性向上　長時間労働の是正　チーム力の強化　ワークライフ
バランス　部下への理解　ダイバーシティな経営　ライフのための知識　組織浸透　業務改善　時間捻出　提言　有言実行　隗より始めよ　イクボス宣言　ライフモデルの多様化　大介護時代の到来　社内のチームワーク　部下への委任　コミュニケーション　テレワーク
　IoT の導入　育休　有給　育児と介護　女性採用　仕事と成果　意思決定の迅速化　会議の改革　書類の削減　働き方改革　生産性向上　長時間労働の是正　チーム力の強化　ワークライフバランス　部下への理解　ダイバーシティな経営　ライフのための知識　組織浸
透　業務改善　時間捻出　提言　有言実行　隗より始めよ　イクボス宣言　ライフモデルの多様化　大介護時代の到来　社内のチームワーク　部下への委任　コミュニケーション　テレワーク　IoT の導入　育休　有給　育児と介護　女性採用　仕事と成果　意思決定の迅
速化　会議の改革　書類の削減　働き方改革　生産性向上　長時間労働の是正　チーム力の強化　ワークライフバランス　部下への理解　ダイバーシティな経営　ライフのための知識　組織浸透　業務改善　時間捻出　提言　有言実行　隗より始めよ　イクボス宣言　ライ

IKU            
BOSS
S A G A
イ ク ボ ス を 極 め る。

イクボス

女性の大活躍推進佐賀県会議
佐賀県男女参画・こども局　男女参画・女性の活躍推進課

TEL：0952-25-7062　FAX：0952-25-7338
Mail:danjo-katsuyaku@pref.saga.lg.jp
HP:https://juw-saga.jp/

発行 ： 2019年１月

監修　NPO法人ファザーリング・ジャパン九州　九州イクボスプロジェクト



2018年の日本の人口は約1億2642万人。
年齢3区分別にみると、年少人口（14歳以下）は約1539万人（総人口の12.2％）、生
産年齢人口（15～64歳）は約7541万人（同59.7％）、老年人口（65歳以上）は約
3561万人（同28.2％）。少子高齢化が進み、生産年齢人口は既に減少している中、今
後30年でさらに3割減少すると推計されています。
佐賀県においても、労働人口は平成7年をピークに毎年減少しています。これから
高齢化も加速していく中で、生産年齢人口が40万人を切る予測もでており、企業の
人材確保はさらに困難になってきています。

仕事は暮らしを支え、やり
がいや喜びをもたらすも
の。しかし、これからは家
事や育児を含めた家族と
の生活、趣味、地域社会や
コミュニティとの関わり
など、仕事以外の生活の充
実も、働く人一人ひとりの
人生を豊かにする上で必
要です。
部下のためだけではなく、
自分自身のため、そして全
員が活躍するために、イク
ボスとして、仕事と私生活
の両立可能な職場づくり
が求められるのです。

従来、組織は男性、正社員、終身雇用、場所や時間制約のない従業員で構成されていましたが、
今後は雇用形態や働き方の異なる従業員や、親の介護や子育てなどの事情のため働く時間・場
所に制約がある従業員も増加していきます。これまでの価値観を転換し、多様な働き手が混在
する職場で成果を出せる柔軟な組織の運営が求められています。

・ 大量生産、モノ消費‥‥‥‥‥‥‥‥

・ 機械は単純作業で大量生産‥‥‥‥‥

・ 足で稼ぐ営業‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥

・ 年功序列、終身雇用‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥

・ スポ根、ど根性、気合‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥

・ 長時間労働が美徳‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥

・ 同じ能力の人材‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥

・ 軍隊式の経営‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥

・ 労働力が多い‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥
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友情、承認、成長 ・
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労働人口の減少が止まらない。

少子高齢化で労働力が減少

出典：総務省「国勢調査」、国立社会保障・人口問題研究所「日本の将来人口推計（平成24年1月推計）中位推計」より作成

老年人口（65歳以上）
生産年齢人口（15～64歳）
年少人口（14歳以下）

こんな社員増えていませんか？
イクボスイメージ像

多様な働き手のマネジメントが必要

このような、さまざまな事情により働き方が限定されている社員を「制約社員」
といい、どの組織においても存在し、これから増えていくといわれています。

親の介護や子の
看護が必要

持病で
通院が必要

夫婦
共働き

地域活動や
社会貢献がしたい

アレルギーなどで、
季節によっては
パフォーマンスが
発揮できない

これまでの経営者や上司の固定化した価値観・仕事のやり方・男女の役割
分担意識が、ワークライフバランス・脱“長時間労働”・女性の社会活躍・男性
の家庭や地域活躍の妨げとなり、社員の意欲減退、出産や介護離職者の増
加、ひいては組織の競争力低下につながってきています。 
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全て「本業」
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部下の私生活と
キャリアを応援

組織の成果達成に
強い責任感

自分も
私生活を満喫

イクボス

あなたはどのくらい当てはまりますか？
10カ条を参考にして自身のイクボス度UPを目指しましょう！

現代の生活事情を知り、部下がライフに時間を割くことに、
理解を示していること

ライフに時間を割いている部下を、差別（冷遇）せず、
ダイバーシティな経営をしていること

ライフのための社内制度（育休制度など）や
法律（労働法など）を、知っていること

管轄組織に、ライフを軽視せず積極的に
ワークライフバランスを推奨すると共に、権利主張の前に
職責を果たす意識が浸透していること

転勤（単身赴任）など、部下のライフに「大きく」影響を
及ぼす人事については、最大限の配慮をしていること

育休・介休取得者などが出ても、組織内の業務が滞りなく
進むために、組織内の情報共有作り、チームワークの醸成、
モバイルやクラウド化など可能な手段を講じていること

部下がライフの時間を取りやすいよう、会議の効率運営、
書類の削減、意思決定の迅速化、裁量型体制などを進めてい
ること

役員・経営者や人事部などに対し、部下のライフを重視した
経営をするよう、提言していること

「イクボスのいる組織や企業は業績も向上する」ということ
を実証し、他部署、社会に広める努力をしていること

ボス自らワークライフバランスを重視し、人生を楽しんでい
ること

Wha t ’ s  イクボス
理　　解

多 様 性

知　　識

組織浸透

配　　慮

業務改善

時間捻出

提　　言

有言実行

隗より始めよ
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出典：NPO法人ファザーリング・ジャパン

●ライフ：子育て・介護等　　●ワークライフバランス：仕事と生活の両立
●ダイバーシティ：人種、性別等、人の多様性を認める社会

かい

部下の力を
信じよう

Work as a part of Life

働き方改革は､
生き方改革

働きやすさのためには
「制度より風土、
   風土より上司」

仕事のデキるボスは
目の前の１人を
幸せにできる

イクボス10カ条

イクボスとは、

①職場（組織）で共に働く部下・スタッフのワークライフバランスを考えている
②部下のキャリアと人生を応援しながら、組織の業績も結果を出す
③自らも仕事と私生活を楽しむことができる

以上のことを実践・行動する上司（経営者・管理職）のことを指します。
部下や次世代を育てるボス＝イクボスなのです。
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時間捻出
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10
出典：NPO法人ファザーリング・ジャパン

●ライフ：子育て・介護等　　●ワークライフバランス：仕事と生活の両立
●ダイバーシティ：人種、性別等、人の多様性を認める社会

かい

部下の力を
信じよう

Work as a part of Life

働き方改革は､
生き方改革

働きやすさのためには
「制度より風土、
   風土より上司」

仕事のデキるボスは
目の前の１人を
幸せにできる

イクボス10カ条

イクボスとは、

①職場（組織）で共に働く部下・スタッフのワークライフバランスを考えている
②部下のキャリアと人生を応援しながら、組織の業績も結果を出す
③自らも仕事と私生活を楽しむことができる

以上のことを実践・行動する上司（経営者・管理職）のことを指します。
部下や次世代を育てるボス＝イクボスなのです。
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「イクボス度」判定！
イクボスとは一体、どんなリーダーを指すのか。
その行動特性のポイントを確認しながら、
まずはあなたの『イクボス度』をチェックしましょう

あなたの「イクボス度」をチェック！

□ 部下が帰宅しなければいけない時間を把握し、自分も午前中からフルで仕事ができる
□ 部下が急に一人抜けても対応する方法を用意している
□ 家族構成を「全く」知らない部下は一人もいない
□ 子育てや介護が理由で休みを取っている部下の事情を把握している
□ 趣味・ボランティアなど、自分の人生を楽しんでいる

… 1
…………………………………… 1

…………………………………………… 1
…………………… 1

……………………………………… 1

〔 ポジティブ 〕

□ 部下の家族構成をほとんど知らない
□ 仕事の調子が上がってくるのは夕方から
□ 残業をいとわず深夜まで働ける部下は優秀だと思う
□ 愛読書はビジネス書が中心で、自分の出世ばかり気になる
□ ボランティアや地域・社会貢献の経験がない

………………………………………………………… -1
…………………………………………………… -1

……………………………………… -1
……………………………… -1

……………………………………………… -1

〔 ネガティブ 〕

① 当てはまる項目をチェックし、「ワーク・ライフ・バランス」、「仕事の成果」それぞれの合計得点を算出
② 右ページの表に①の結果を当てはめる
　 ●「ワーク・ライフ・バランス」の合計得点 ： ピンク色の横軸　●「仕事の成果」の合計得点 ： 青色の縦軸

ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス

仕
事
の
成
果

□ 仕事が早い、自分自身の仕事のマネジメント能力が高い
□ 短時間少人数で成果を出すチームのマネジメントが得意
□ 結果を周りのせいにしない、責任を取る度量がある
□ 部下をえり好みせず、分け隔てなくオープンにコミュニケーションができる
□ 多様な価値観を理解でき、社内外のネットワークが広い

…………………………………… 1
………………………………… 1

………………………………………… 1
…………… 1

…………………………………… 1

〔 ポジティブ 〕

□ 体育会系の根性主義で、何時まででも残業できる部下ばかり目をかける
□ 短時間で成果を出すための時間管理能力がない。部下にムダな作業を押し付けていることに気づかない
□ 休暇を取らない皆勤マンだが、仕事に無駄が多く、1日の中で集中している時間はわずか
□ 家族との時間をほとんど取ってこなかったので、家庭での居場所がない（結果、職場で長時間すごす）
□ ボランティアや社会貢献の経験がなく、自分の仕事のみの知識しかない

……………… -1
-1
-1
-1

………………… -1

〔 ネガティブ 〕

あなたは何ボスでしたか？

会社で成果
UP

会社で成果
DOWN

本冊子を参考に『イクボス度』をアップさせてください

監修：NPO法人ファザーリング・ジャパン
出典：愛知県イクボス事例集

激ボス

部下のワーク・ライフ・バランスは
無視してでも会社の成果を圧倒的
に出すボス

部
下
の

ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・

バ
ラ
ン
ス
無
視

部
下
の

ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・

バ
ラ
ン
ス
配
慮

自分自身の仕事の
マネジメント能力
が高く、短時間・少
人数で成果を出す
チームづくりとそ
の運営ができる。

部下の家族も大切
な存在と考え、育
児や介護など制約
を抱えた社員の悩
みを理解して一緒
に解決できる。

無駄な動きが多
く、時間をかけて
いるわりに仕事が
はかどらない。

子育てや介護など
制約のある社員の
事情を理解してい
ない。 部下の成長や組

織力向上を促すマ
ネジメントができ
ない。

社員のライフや
キャリアデザイン
への理解は示す。

残業や休日出勤を
いとわない部下ば
かり目をかける。

無理な仕事量や
長時間勤務を根
性論で乗り切ろう
とする。

イクボス

部下のワーク・ライフ・バランスに
配慮しながら会社の成果を出し続
けるボス

ダメボス

部下のワーク・ライフ・バランスに
配慮せず、会社の成果もいまいち出
せないボス

得ボス

部下のワーク・ライフ・バランスに
配慮するが、会社の成果はいまいち
出せないボス

ワ
ー
ク・ラ
イ
フ・バ
ラ
ン
ス
合
計
得
点

点

仕
事
の
成
果
合
計
得
点

点

5

4

3

2

1

－1

－2

－3

－4

－5

－5        －4        －3        －2       －1

1             2             3             4             5
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「イクボス」のメリット

イ
ク
ボ
ス
か
ら
学
ぶ

10
人
の
イ
ク
ボ
ス
に
よ
る

取
り
組
み
事
例
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

県
内
の
リ
ー
ダ
ー
た
ち
の
熱
い
思
い
と

そ
の
実
践
方
法
を
学
ん
で
み
ま
し
ょ
う
！

個人がどんどん活躍します

組織力が強化されます
組織のリスクが
軽減されます

IKU            
BOSS

Life Social Work
家事、育児、趣味、
勉強、親孝行、健康

地域活動、
ボランディア、CSO 仕事の能力、成果UP

Social Work

・部下のメンタル不全や労災リスクが軽減
・各種ハラスメントが軽減
・ブラック企業と流布されるリスクが軽減
・隠ぺいや不正などのリスクが軽減
・事故の発生率が軽減
・離職率が軽減

こんな効果が
社員の笑顔と健康、
精神の安定

働く意欲などが
高まる マネジメント

能力が高まる

コミュニケーション
能力が高まる

効率性、段取り力、
主体性が高まる人脈が

広がる

育成力が
高まる

視野が
広がる

発想力が
高まる

・人材の採用や獲得にプラス
・会社の知名度や信用力の向上
・お互い様の精神が生まれることで
チームワークが向上
・属人化の回避、無駄の見直し、組織の
生産性向上
・組織の多様化により、新しいモノや
考え方の創造
・社内コミュニケーションの活性化
・多能工社員の増加による生産性の向上
・不平不満を言う社員が減少

イクボスになることで、社員の満足度・健康度・愛社精神・仕事能力などが高まり、加えて、多様化した人
材がいる集団となり、新しいモノや考え方が組織内に生み出されます。その結果が、組織の生産性向上
と利益拡大に繋がり、ワークライフバランスの実現と成果アップという相乗効果が生まれます。

Civil Society Organizations（市民社会組織）の略で、NPO法人、
市民活動・ボランティア団体に限らず、自治会、婦人会、老人会、
PTAといった組織・団体も含めて「CSO」と呼称しています。

「　　　　
　

　　　　　
　」イクボスを

目指すこと
は、

組織の成
果が高まる

ことにも繋
がります！

CSOとは
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現場の声

  社内の制度改善でサービスの向上に
　会社の窓口を担う川田部長は「私たちは笑顔、
親切丁寧な接客でお客さまと心と心を通わせ、
絆を育んでいきたいと思っています。成長がな
くては選んでいただけませんから」と１本の
ケーブルに真心を込めます。
　入社当時、番組制作のため市内のニュースや
お祭り、イベント情報などを追いかけていた川
田部長。「最初の頃は日中の取材が主だったの
で、夕方の放送が終われば定時で帰れていまし
たが、徐々に編集作業や夜の取材などで深夜作
業が増えていきました」と振り返ります。

　平成17年に社内の制度見直しがあり、残業と
深夜残業の制限、育児・介護休業規程の作成、子
育て社員の時短労働が新設されました。
　「時差出勤制度が使えるようになったおかげ
でしっかり休め、集中力も向上しました。日頃か
ら上司が部下の様子を見守るようにしていま
す」と雰囲気づくりにも配慮。
　さらに、以前は結婚を機に退社していた女性
社員も結婚・出産しても産休育休をとって復職
するようになり、育休をとる男性社員も出てき
ました。
　「働きやすい環境が整い、自宅で家族と円満な
時間を過ごせている社員は職場でも気持ちが和
らぎ、いい仕事に繋がります」と自身も子育て中
の川田部長は笑顔で語ります。

  社員の流失は会社の損失
　総務部長になって３年目、契約社員の女性か
ら子どもが小学校に入学すると放課後児童クラ
ブのお迎えに間に合わないので退職を考えてい

る、と相談されまし
た。
　「積極的に仕事に
取り組んでくれてい
る人材が子育てを理
由に辞めてしまうの
は会社にとって損失
だと思い、社長に直
談判しました。まず
は彼女を正社員に
し、就業時間を30分前倒しして働いていただき
ました。他にも子育て中の社員がおり、独身のス
タッフがフォローをしてくれていますが、“いつ
かは逆にフォローされる側になるから、みんな
で支え合おう”と話しています。お互いを思いや
る気持ちが、お客さまを大切にする心に繋がる
と思うんです」と川田部長。
　さらに、小さいお子さんがいる社員は２時間
以内の遅出・早退・中抜けを可能にし、子育て社
員を応援する環境を整えてきました。

  空いた時間で人材育成とサービス向上に
　さらにシステムのカスタマイズによる作業の
効率化、産休や急な用事で休んでもフォローし
あえるよう一人二役の体制改善にも取り組んで
きました。将来、少子化で社員の数が減っても今
と同じサービスが提供できるようにと備えてい
ます。
　「お茶は女性が入れるものという風潮をやめ、
自分のお客さまには各自でお茶を出していま
す。空いた時間で請求書のダブルチェックを行

うなど、スキルアップやサービス向上に活用し
ています。さらに朝礼前のお茶入れは廃止し、読
書の時間に充てました。趣味、啓発本、新聞など
自由ですが自分磨きの時間となり、お客さまと
の話題が広がったと喜んでいます」と社員の成
長で競合他社に差別化をはかります。

  会社愛と郷土愛を育む
　地域への感謝の思いを形にしたいと、開局50
周年を迎えた平成28年に、ボランティア活動と
して地域還元企画「すみやまで行う酒づくり」を
スタート。後継者不足で悩む地元の棚田を守ろ
うと、地元の酒造メーカーと力を合わせて、伊万
里産の日本酒を誕生させました。
　「米作りに参加したことで社員の郷土愛が深
まり、“自分たちが伊万里を引っ張っていくん
だ！”という主体性も育まれました。今後も地域
企業とのコラボでさらなる地域好循環型社会を
構築していきたいですね」と地域愛を語ります。
　今後も市外から転入して来る社員への支援
や、大学生を持つ家庭への支援、家族の誕生日に
プレゼントをする制
度など家族を大切に
する福利厚生に取り
組みたいと、社員と
地域を愛するイクボ
スの挑戦は続きま
す。

平成元年創設。伊万里市内98%の加入率を
誇る。地域のニッチな情報を発信し、視聴
者に愛される番組づくりに励んでいます。
伊万里市立花町1542-8　
☎0955-22-3506

1971年生まれ。番組制作スタッフとして入社し、ディレクター、カメラマン、キャス
ターと1人で何役もこなし番組制作を行う敏腕テレビマン。総務部初の男性として
部長に配属。子どもは２人。

総務部部長
かわ    だ　        つよし

川田　毅さん

イクボス
No.01

01 伊万里ケーブルテレビジョン
株式会社

企業紹介

川田部長を中心に笑顔が素敵な総務課の皆さん

社員の笑顔が輝く
すみやま棚田での米作り

心のアンテナを高く！
社員と地域の
ニーズをキャッチ
番組作りで培った鋭い視点と行動力で、社内と
地域の課題に真っ向から向き合うイクボス部長。
お客さまと地域を大切にできる社員の頑張りで
加入率98％を誇る超人気ケーブルテレビに！

　子どものお迎えのために３０分早く始業
する時差出勤を３年間活用しました。イベ
ント時も先に帰らせてもらいありがたいで
す。川田部長は責任感が強く、とても頼れ
る人で、社員の家庭環境や働き方はもちろ
ん、地域の皆さんのことも一番に
考えています。
　いつもポジティブな言葉で声
をかけてくださるので前向きな気
持ちで仕事に取り組めます。

総務部主任

津田  ひとみさん
  つ   だ　   

自らお茶入れをする
川田部長
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現場の声

  社内の制度改善でサービスの向上に
　会社の窓口を担う川田部長は「私たちは笑顔、
親切丁寧な接客でお客さまと心と心を通わせ、
絆を育んでいきたいと思っています。成長がな
くては選んでいただけませんから」と１本の
ケーブルに真心を込めます。
　入社当時、番組制作のため市内のニュースや
お祭り、イベント情報などを追いかけていた川
田部長。「最初の頃は日中の取材が主だったの
で、夕方の放送が終われば定時で帰れていまし
たが、徐々に編集作業や夜の取材などで深夜作
業が増えていきました」と振り返ります。

　平成17年に社内の制度見直しがあり、残業と
深夜残業の制限、育児・介護休業規程の作成、子
育て社員の時短労働が新設されました。
　「時差出勤制度が使えるようになったおかげ
でしっかり休め、集中力も向上しました。日頃か
ら上司が部下の様子を見守るようにしていま
す」と雰囲気づくりにも配慮。
　さらに、以前は結婚を機に退社していた女性
社員も結婚・出産しても産休育休をとって復職
するようになり、育休をとる男性社員も出てき
ました。
　「働きやすい環境が整い、自宅で家族と円満な
時間を過ごせている社員は職場でも気持ちが和
らぎ、いい仕事に繋がります」と自身も子育て中
の川田部長は笑顔で語ります。

  社員の流失は会社の損失
　総務部長になって３年目、契約社員の女性か
ら子どもが小学校に入学すると放課後児童クラ
ブのお迎えに間に合わないので退職を考えてい

る、と相談されまし
た。
　「積極的に仕事に
取り組んでくれてい
る人材が子育てを理
由に辞めてしまうの
は会社にとって損失
だと思い、社長に直
談判しました。まず
は彼女を正社員に
し、就業時間を30分前倒しして働いていただき
ました。他にも子育て中の社員がおり、独身のス
タッフがフォローをしてくれていますが、“いつ
かは逆にフォローされる側になるから、みんな
で支え合おう”と話しています。お互いを思いや
る気持ちが、お客さまを大切にする心に繋がる
と思うんです」と川田部長。
　さらに、小さいお子さんがいる社員は２時間
以内の遅出・早退・中抜けを可能にし、子育て社
員を応援する環境を整えてきました。

  空いた時間で人材育成とサービス向上に
　さらにシステムのカスタマイズによる作業の
効率化、産休や急な用事で休んでもフォローし
あえるよう一人二役の体制改善にも取り組んで
きました。将来、少子化で社員の数が減っても今
と同じサービスが提供できるようにと備えてい
ます。
　「お茶は女性が入れるものという風潮をやめ、
自分のお客さまには各自でお茶を出していま
す。空いた時間で請求書のダブルチェックを行

うなど、スキルアップやサービス向上に活用し
ています。さらに朝礼前のお茶入れは廃止し、読
書の時間に充てました。趣味、啓発本、新聞など
自由ですが自分磨きの時間となり、お客さまと
の話題が広がったと喜んでいます」と社員の成
長で競合他社に差別化をはかります。

  会社愛と郷土愛を育む
　地域への感謝の思いを形にしたいと、開局50
周年を迎えた平成28年に、ボランティア活動と
して地域還元企画「すみやまで行う酒づくり」を
スタート。後継者不足で悩む地元の棚田を守ろ
うと、地元の酒造メーカーと力を合わせて、伊万
里産の日本酒を誕生させました。
　「米作りに参加したことで社員の郷土愛が深
まり、“自分たちが伊万里を引っ張っていくん
だ！”という主体性も育まれました。今後も地域
企業とのコラボでさらなる地域好循環型社会を
構築していきたいですね」と地域愛を語ります。
　今後も市外から転入して来る社員への支援
や、大学生を持つ家庭への支援、家族の誕生日に
プレゼントをする制
度など家族を大切に
する福利厚生に取り
組みたいと、社員と
地域を愛するイクボ
スの挑戦は続きま
す。

平成元年創設。伊万里市内98%の加入率を
誇る。地域のニッチな情報を発信し、視聴
者に愛される番組づくりに励んでいます。
伊万里市立花町1542-8　
☎0955-22-3506

1971年生まれ。番組制作スタッフとして入社し、ディレクター、カメラマン、キャス
ターと1人で何役もこなし番組制作を行う敏腕テレビマン。総務部初の男性として
部長に配属。子どもは２人。

総務部部長
かわ    だ　        つよし

川田　毅さん

イクボス
No.01

01 伊万里ケーブルテレビジョン
株式会社

企業紹介

川田部長を中心に笑顔が素敵な総務課の皆さん

社員の笑顔が輝く
すみやま棚田での米作り

心のアンテナを高く！
社員と地域の
ニーズをキャッチ
番組作りで培った鋭い視点と行動力で、社内と
地域の課題に真っ向から向き合うイクボス部長。
お客さまと地域を大切にできる社員の頑張りで
加入率98％を誇る超人気ケーブルテレビに！

　子どものお迎えのために３０分早く始業
する時差出勤を３年間活用しました。イベ
ント時も先に帰らせてもらいありがたいで
す。川田部長は責任感が強く、とても頼れ
る人で、社員の家庭環境や働き方はもちろ
ん、地域の皆さんのことも一番に
考えています。
　いつもポジティブな言葉で声
をかけてくださるので前向きな気
持ちで仕事に取り組めます。

総務部主任

津田  ひとみさん
  つ   だ　   

自らお茶入れをする
川田部長
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現場の声

  スタッフは「ファミリー」
　入院患者を24時間365日見守り、常にあたた
かな看護を行う約150人のスタッフを束ねてい
るのが青木看護部長です。
　「看護師になりたての頃はフルタイムで夜勤
するのが当たり前の時代でした。夫が協力的
だったので1人目を産んだ後に復帰し、フルタ
イムで夜勤もこなしていました。2人目を産ん
だ時に、親の介護も重なり２年ほど専業主婦を
していたのですが、努力して積み重ねてきた
キャリアを失ってしまうような焦りを感じ、ま
た働きたいと思い、数ヶ所の病院に問い合わせ

たのですが、フルタイムで夜勤ができないなら
と門前払い。そんな時、うえむら病院には24時
間運営の託児所があったのでありがたかったで
す」と話します。
　うえむら病院は「養之如春陽」（之を養うや春
陽の如し）の精神を根本に、患者さまだけでな
く、スタッフを家族のように大事にするあたた
かい雰囲気があるそうです。時代にさきがけ昭
和52年から託児所が設置されていたので、子ど
もが体調不良の時でもすぐに様子が見に行けた
り、幼稚園の送迎バスが託児所に来てくれたり
と、とても助かったそうです。

  短時間勤務を一気に導入
　青木さんが看護部長になった平成18年は「7
対1」の看護配置基準が設けられ、看護師不足が
顕著化した時期と重なりました。
　「常に産休・育休で５～6人が休んでいる人手
不足状態に、さらに人員確保が難しくなったわ
けです。フルタイムで夜勤もできる人なんて限

りがあります。そこ
で短時間勤務の採用
を開始しました。ま
た、スタッフから“子
どもが小学校に上が
ると学校に送り出す
準備が必要なため、
夜勤のフルタイムは
厳しい”という声が

ありました。そこで夜勤シフトを２交替と３交
替の混合シフトで対応。中には経済的な理由や、
日中の時間を充実させたいという理由から夜勤
を希望するスタッフもいたので、夜勤専従も新
たにお願いしました」。
　しかし、事務からは計算が大変だとか、スタッ
フからは短時間で働かれても困る、という声も
あったそうですが「人がいないよりはいいで
しょ！」と断行。
　決定の早さと理事長の理解もあり、仕事の改
善とシフトを見直し、臨機応変な勤務体制を組
んでいます。
　さらに、託児所があるがゆえに逆に取りづら
くなっていた育児休暇も希望者は100％取得可
能とするなど一人ひとりの声を大切にしてきま
した。

  電子化で無駄を省く
　「医療に携わる者は常に学び続けることが義
務」と語る青木部長は、院内での学習会をスマホ
でもできるインターネット研修に切り替えまし
た。「学習会は準備に人手がいる上に、業務時間

外に参加してもらわなければいけないことが課
題でした。今では一人ひとりのスキルに合わせ
た研修を履修してもらっています。
　また、２年前に電子カルテを導入したことで
残業時間の縮減や医療安全にも繋がっていま
す。その分、患者さまに向き合う時間が増え、看
護の質を向上させることができました」と効率
化にも積極的に取り組まれています。

  知恵を出し改革を
　現在、有給取得率80％を超えている看護部で
すが、常にスタッフを第一に考える青木部長は、
現行の半日単位の有休より柔軟性のある１時間
単位での時間休が取得できないかを検討中だそ
うです。
　そんなうえむら病院には、一度は辞めたス
タッフが再度戻って来ることも多々あり、「ウェ
ルカムですよ！やっぱりうちが良かったんだね
と迎え入れています。改革のためには、まずはこ
うあるべきという固定観念を捨てることです。
知恵を出せば変えられないことはありませ
ん！」と明るい笑顔が輝きます。

　３人の子育てをしながらフルタイムで働
いています。2人目までは託児所を利用し
て頑張っていましたが3人目の時に部長に
退職を相談しました。すると育児休暇の延
長や夜勤を免除した勤務体制を作ってい
ただきありがたかったです。
部長は看護師としてはもち
ろん、人生の先輩としても
尊敬できる頼れる上司です。

255年の歴史をもち、循環器をはじめ地域
包括ケアを病院で取り組み、患者さまに寄
り添った看護に取り組んでいます。
佐賀市兵庫町大字渕1903番地１
☎0952-33-0099

1963年生まれ。看護学校を卒業後、佐賀大学医学部附属病院にて勤務。結婚、出産を
経て、一時現場を離れるが、平成9年にうえむら病院にパート勤務で就職。平成18年
に部長に就任。子どもは2人。

看護部長
あお    き　まさ    よ

青木雅代さん

イクボス
No.02

02 医療法人 春陽会 うえむら病院
企業紹介

思いやりに溢れたスタッフの皆さん

電子カルテで
作業時間も短縮

24時間対応の託児所で安心

春のように
あたたかな心で
スタッフを包む病院へ
固定観念を打ち壊し、短時間勤務、夜勤シフトの
改善、さらにインターネットを活用した研修な
どを導入。1人のスタッフの声にもしっかり耳
を傾ける白衣のイクボス！

看護師　主任

楠村  ゆりさん
くすむら
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現場の声

  スタッフは「ファミリー」
　入院患者を24時間365日見守り、常にあたた
かな看護を行う約150人のスタッフを束ねてい
るのが青木看護部長です。
　「看護師になりたての頃はフルタイムで夜勤
するのが当たり前の時代でした。夫が協力的
だったので1人目を産んだ後に復帰し、フルタ
イムで夜勤もこなしていました。2人目を産ん
だ時に、親の介護も重なり２年ほど専業主婦を
していたのですが、努力して積み重ねてきた
キャリアを失ってしまうような焦りを感じ、ま
た働きたいと思い、数ヶ所の病院に問い合わせ

たのですが、フルタイムで夜勤ができないなら
と門前払い。そんな時、うえむら病院には24時
間運営の託児所があったのでありがたかったで
す」と話します。
　うえむら病院は「養之如春陽」（之を養うや春
陽の如し）の精神を根本に、患者さまだけでな
く、スタッフを家族のように大事にするあたた
かい雰囲気があるそうです。時代にさきがけ昭
和52年から託児所が設置されていたので、子ど
もが体調不良の時でもすぐに様子が見に行けた
り、幼稚園の送迎バスが託児所に来てくれたり
と、とても助かったそうです。

  短時間勤務を一気に導入
　青木さんが看護部長になった平成18年は「7
対1」の看護配置基準が設けられ、看護師不足が
顕著化した時期と重なりました。
　「常に産休・育休で５～6人が休んでいる人手
不足状態に、さらに人員確保が難しくなったわ
けです。フルタイムで夜勤もできる人なんて限

りがあります。そこ
で短時間勤務の採用
を開始しました。ま
た、スタッフから“子
どもが小学校に上が
ると学校に送り出す
準備が必要なため、
夜勤のフルタイムは
厳しい”という声が

ありました。そこで夜勤シフトを２交替と３交
替の混合シフトで対応。中には経済的な理由や、
日中の時間を充実させたいという理由から夜勤
を希望するスタッフもいたので、夜勤専従も新
たにお願いしました」。
　しかし、事務からは計算が大変だとか、スタッ
フからは短時間で働かれても困る、という声も
あったそうですが「人がいないよりはいいで
しょ！」と断行。
　決定の早さと理事長の理解もあり、仕事の改
善とシフトを見直し、臨機応変な勤務体制を組
んでいます。
　さらに、託児所があるがゆえに逆に取りづら
くなっていた育児休暇も希望者は100％取得可
能とするなど一人ひとりの声を大切にしてきま
した。

  電子化で無駄を省く
　「医療に携わる者は常に学び続けることが義
務」と語る青木部長は、院内での学習会をスマホ
でもできるインターネット研修に切り替えまし
た。「学習会は準備に人手がいる上に、業務時間

外に参加してもらわなければいけないことが課
題でした。今では一人ひとりのスキルに合わせ
た研修を履修してもらっています。
　また、２年前に電子カルテを導入したことで
残業時間の縮減や医療安全にも繋がっていま
す。その分、患者さまに向き合う時間が増え、看
護の質を向上させることができました」と効率
化にも積極的に取り組まれています。

  知恵を出し改革を
　現在、有給取得率80％を超えている看護部で
すが、常にスタッフを第一に考える青木部長は、
現行の半日単位の有休より柔軟性のある１時間
単位での時間休が取得できないかを検討中だそ
うです。
　そんなうえむら病院には、一度は辞めたス
タッフが再度戻って来ることも多々あり、「ウェ
ルカムですよ！やっぱりうちが良かったんだね
と迎え入れています。改革のためには、まずはこ
うあるべきという固定観念を捨てることです。
知恵を出せば変えられないことはありませ
ん！」と明るい笑顔が輝きます。

　３人の子育てをしながらフルタイムで働
いています。2人目までは託児所を利用し
て頑張っていましたが3人目の時に部長に
退職を相談しました。すると育児休暇の延
長や夜勤を免除した勤務体制を作ってい
ただきありがたかったです。
部長は看護師としてはもち
ろん、人生の先輩としても
尊敬できる頼れる上司です。

255年の歴史をもち、循環器をはじめ地域
包括ケアを病院で取り組み、患者さまに寄
り添った看護に取り組んでいます。
佐賀市兵庫町大字渕1903番地１
☎0952-33-0099

1963年生まれ。看護学校を卒業後、佐賀大学医学部附属病院にて勤務。結婚、出産を
経て、一時現場を離れるが、平成9年にうえむら病院にパート勤務で就職。平成18年
に部長に就任。子どもは2人。

看護部長
あお    き　まさ    よ

青木雅代さん

イクボス
No.02

02 医療法人 春陽会 うえむら病院
企業紹介

思いやりに溢れたスタッフの皆さん

電子カルテで
作業時間も短縮

24時間対応の託児所で安心

春のように
あたたかな心で
スタッフを包む病院へ
固定観念を打ち壊し、短時間勤務、夜勤シフトの
改善、さらにインターネットを活用した研修な
どを導入。1人のスタッフの声にもしっかり耳
を傾ける白衣のイクボス！

看護師　主任

楠村  ゆりさん
くすむら
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  ＥＳ（従業員満足）とＣＳ（顧客満足）を向上
　北島部長が入行されたのは昭和60年、当時毎
日残業は当たり前、年休など制度はあったが使
える環境ではない状況でした。「当時は、今のよ
うに子育てしながら働く女性はごく僅かだった
ように思います」。佐賀銀行では平成19年に
「ハートフル+（プラス）プロジェクト」を発足。
　ＣＳ・ＥＳ向上を軸に、現場力、職場環境の改
善を行い、今では女性の産休育休取得率は
100％、男性の３割が育休を取得する環境にな
りました。また平成27年に結婚や育児・介護を
理由に退職した人の復職制度が整えられ、保育
手当、介護支援手当等の制度も充実しています。

 相手を思うコミュニケーション
　北島部長が統括する業務集中支援部は為替、手
形、口座振替等の事務処理やローン業務、金融商
品や外為等を統括する業務を行う部署。従業員約
200名中で女性が８割と銀行内でも女性比率が
最も高い。「私は場を和ませようとくだけて話す

ことが多いのですが、赴任した当初は冗談が通じ
ず、部下から口を利いてもらえなかったこともあ
りました。その時の反省すべき点は会話の内容で
すね。自分はそう思っていなくても相手は違った
捉え方をする事もあるので、相手がどう思うか気
を配るようになりました。今は、しっかりと部下
のことを考えるように心がけています」。とコ
ミュニケーションにも配慮。

  業務効率を高める職場づくり
　日々の業務効率化と従業員のモチベーション
維持は大切と北島部長は話します。「業務集中支
援部の仕事は、いかに時間内に効率良くできる
か。残業をするにしても準備ができているかど
うかということが求められます。一人ひとりが
気持ちよく働き、なおかつ業務効率を上げてい
くことが課題です」。そのため制度の利用促進が
行われ、産休・育休だけでなく、時短制度を活用
する従業員も増えました。
　「人事制度の改定もあり、だいぶ環境整備はさ
れてきたと思います。ただ制度はあっても使わ
なければ意味がないので、我々管理職が従業員
の皆さんに使ってもらいやすくする雰囲気づく
りが必要だと思います。私は部下の休みなどの
申請には笑顔でいいよ！と応えます」。
　制度を利用するのを許可するだけではなく、
現場が回る体制も重要と話す北島部長。「業務に
支障があると意味がないので、部下たちには

しっかり各チームでフォローができる体制がと
れているかどうかを確認しています」。また部内
ではチームを越えて応援できるように、定期的
に係替えを行うことで、業務の標準化を行い、従
業員一人ひとりのスキルアップができる取組を
実践されています。

  楽しくなければ仕事じゃない
　今後イクボスとして北島部長の目標は、楽し
く活気ある職場づくり。「仕事を楽しむ気持ちが
大事。楽しみながら結果を出すことが必要と考
えています。楽しむためにはオンオフのメリハ
リが大事ですね。私の好きな言葉は『おかげさま』
です。相手を立て、従業員のみんなそれぞれが
『おかげさま』とお互いを尊重できる職場づくり
を行っていけば、自ずと誰でもイクボスになれ
るのではないかと思います。常に笑顔で働ける
職場環境になるように、先ずは私自身がいつも
笑顔でいるように努めています」と北島部長に
明るい笑顔がこぼれます。

現場の声

業務集中支援部
ローンセンター

井上　恵美さん
いのうえ        え   み

地域社会の発展に寄与する地元銀行。女性活躍
推進企業「えるぼし」県内初「三つ星」認定、子育
てサポート企業「プラチナくるみん」認定取得
佐賀銀行　人事企画部
佐賀市唐人2-7-20　☎0952-25-4556

従業員の気持ちを考え、
コミュニケーションで
明るい行風づくりを
働く従業員を思う制度利用推進とコミュニケ
－ションで、笑顔で楽しく働ける職場づくりに
より、シビアな銀行の中でも最も女性が多い職
場をまとめあげるイクボス。

1961年生まれ。
昭和60年に佐賀銀行に入行。その後、支店、審査管理部主任調査役などを経て平成
25年より事務管理部長、平成29年業務集中支援部長に就任。２児の父。

執行役員業務集中支援部長
きた  じま           りょう た

北島　良太さん

イクボス
No.03

03 株式会社佐賀銀行
企業紹介

取材中も部下との仲の良さが目立つ北島部長

河川清掃を通じて地域貢献を行う

　子どもが３人いるので、時短勤務を利
用しています。時短のおかげで心にゆとり
が持てます。子どもに何かあった時には、
他の従業員の理解もあって、休める体制
をつくってもらっているのには感謝です。
　北島部長は、気さくで話しや
すく、仕事だけじゃなく育児
でも的確なアドバイスをも
らっています。部下が困っ
たときに導いてくれる頼
もしい部長です。

若手のチームワークも良い行風です
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  ＥＳ（従業員満足）とＣＳ（顧客満足）を向上
　北島部長が入行されたのは昭和60年、当時毎
日残業は当たり前、年休など制度はあったが使
える環境ではない状況でした。「当時は、今のよ
うに子育てしながら働く女性はごく僅かだった
ように思います」。佐賀銀行では平成19年に
「ハートフル+（プラス）プロジェクト」を発足。
　ＣＳ・ＥＳ向上を軸に、現場力、職場環境の改
善を行い、今では女性の産休育休取得率は
100％、男性の３割が育休を取得する環境にな
りました。また平成27年に結婚や育児・介護を
理由に退職した人の復職制度が整えられ、保育
手当、介護支援手当等の制度も充実しています。

 相手を思うコミュニケーション
　北島部長が統括する業務集中支援部は為替、手
形、口座振替等の事務処理やローン業務、金融商
品や外為等を統括する業務を行う部署。従業員約
200名中で女性が８割と銀行内でも女性比率が
最も高い。「私は場を和ませようとくだけて話す

ことが多いのですが、赴任した当初は冗談が通じ
ず、部下から口を利いてもらえなかったこともあ
りました。その時の反省すべき点は会話の内容で
すね。自分はそう思っていなくても相手は違った
捉え方をする事もあるので、相手がどう思うか気
を配るようになりました。今は、しっかりと部下
のことを考えるように心がけています」。とコ
ミュニケーションにも配慮。

  業務効率を高める職場づくり
　日々の業務効率化と従業員のモチベーション
維持は大切と北島部長は話します。「業務集中支
援部の仕事は、いかに時間内に効率良くできる
か。残業をするにしても準備ができているかど
うかということが求められます。一人ひとりが
気持ちよく働き、なおかつ業務効率を上げてい
くことが課題です」。そのため制度の利用促進が
行われ、産休・育休だけでなく、時短制度を活用
する従業員も増えました。
　「人事制度の改定もあり、だいぶ環境整備はさ
れてきたと思います。ただ制度はあっても使わ
なければ意味がないので、我々管理職が従業員
の皆さんに使ってもらいやすくする雰囲気づく
りが必要だと思います。私は部下の休みなどの
申請には笑顔でいいよ！と応えます」。
　制度を利用するのを許可するだけではなく、
現場が回る体制も重要と話す北島部長。「業務に
支障があると意味がないので、部下たちには

しっかり各チームでフォローができる体制がと
れているかどうかを確認しています」。また部内
ではチームを越えて応援できるように、定期的
に係替えを行うことで、業務の標準化を行い、従
業員一人ひとりのスキルアップができる取組を
実践されています。

  楽しくなければ仕事じゃない
　今後イクボスとして北島部長の目標は、楽し
く活気ある職場づくり。「仕事を楽しむ気持ちが
大事。楽しみながら結果を出すことが必要と考
えています。楽しむためにはオンオフのメリハ
リが大事ですね。私の好きな言葉は『おかげさま』
です。相手を立て、従業員のみんなそれぞれが
『おかげさま』とお互いを尊重できる職場づくり
を行っていけば、自ずと誰でもイクボスになれ
るのではないかと思います。常に笑顔で働ける
職場環境になるように、先ずは私自身がいつも
笑顔でいるように努めています」と北島部長に
明るい笑顔がこぼれます。

現場の声

業務集中支援部
ローンセンター

井上　恵美さん
いのうえ        え   み

地域社会の発展に寄与する地元銀行。女性活躍
推進企業「えるぼし」県内初「三つ星」認定、子育
てサポート企業「プラチナくるみん」認定取得
佐賀銀行　人事企画部
佐賀市唐人2-7-20　☎0952-25-4556

従業員の気持ちを考え、
コミュニケーションで
明るい行風づくりを
働く従業員を思う制度利用推進とコミュニケ
－ションで、笑顔で楽しく働ける職場づくりに
より、シビアな銀行の中でも最も女性が多い職
場をまとめあげるイクボス。

1961年生まれ。
昭和60年に佐賀銀行に入行。その後、支店、審査管理部主任調査役などを経て平成
25年より事務管理部長、平成29年業務集中支援部長に就任。２児の父。

執行役員業務集中支援部長
きた  じま           りょう た

北島　良太さん

イクボス
No.03

03 株式会社佐賀銀行
企業紹介

取材中も部下との仲の良さが目立つ北島部長

河川清掃を通じて地域貢献を行う

　子どもが３人いるので、時短勤務を利
用しています。時短のおかげで心にゆとり
が持てます。子どもに何かあった時には、
他の従業員の理解もあって、休める体制
をつくってもらっているのには感謝です。
　北島部長は、気さくで話しや
すく、仕事だけじゃなく育児
でも的確なアドバイスをも
らっています。部下が困っ
たときに導いてくれる頼
もしい部長です。

若手のチームワークも良い行風です
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現場の声

  課題を明確にし改善に取り組む
　行政から企業へと転職した飯盛事務長は、患
者さまと職員にとって素晴らしい病院にしよう
と「人材育成、職場環境の充実、経営の安定」の３
つの目標に取り組んできました。
　「何と言っても“人”が大事ですから勤続年数
に対応した研修制度を実施し、サービスの質の
向上を目指しました。明るいあいさつを徹底し
たところ患者さまから大変喜ばれ、院内の雰囲
気が明るくなり今では定着しています」。

　また、一人の部門長が100人近いスタッフを
管理している状況に着目し、４～５人のスタッ
フを係長がまとめるグループ制度を導入しま
した。
　「係長には良いところを伸ばすために加点方
式で評価するように指導しています。年に２回
スタッフとの面接を持つことで個人の悩みや家
庭の状況なども把握できるようになりました」
と相談しやすい環境が整いました。
　常に現場に足を運び、スタッフの意見に耳を
傾け改善に活かしてきた事務長は「患者さまに
できるだけ早く、元気に退院していただけるよ
うに365日毎日リハビリを行うようにしまし
た。それに伴い収入が上がれば経営が安定し、ス
タッフに還元できます。良い人材を求めるには
給与は絶対条件です」と話します。

  女性が多い職場だからこそ
　経験豊富な看護師が仕事と育児の両立に悩み
離職してしまう問題に対し、未就学児を持つス

タッフを対象に時短勤務を導入することで、復
職しやすい環境を整えました。
　「子どもが小さいと、ちょっとした発熱でも保
育所から呼ばれるので、時間休を取れるように
し、中抜けをしやすくしました。さらに職員が安
心して子育てできる環境を整えるため2016年
には医療法人として佐賀県初の地域型保育事業
施設“ゆめっこ保育園”を開設しました。病院の
すぐ近くにあるので、送迎が便利で具合が悪い
時もちょっと様子を見に行くことができると大
変喜ばれています。最近では保育園があるから
当院で働きたいと言ってくれる人も増えていま
すよ」。
　女性の育休の取得率は100％で、現在産休中
の方は全職員の１割を超えています。中でも第
２子以上の多子出産が３分の２を占めているの
が特徴です。
　「人員を補うために職員を180人から300人
に増やしました。それでも足りない時はお互い
さまの気持ちで助けあってくれています。職場
結婚も多いので、男性も協力的で有給休暇を上
手に活用しています。せっかく育てた人を逃し
たくないですからね」と協力的な雰囲気が育ま
れてきたそうです。

  過ごしやすい清潔感ある環境
　院内を巡るとオシャレなスタッフルーム、カ
フェのようなコミュニティルーム、大きな鏡が

ある明るいパウダールー
ム、清潔感のあるロッ
カールームや休憩所が用
意されていました。
　「職員にとって働きや
すい環境を整えることは
重要です。収益還元とし
て福利厚生施設を整備し
ました。毎年行っている
私直通のアンケートの内
容には変化が見え、最近

は“研修に行きたい”“資格をとりたい”など前向
きな内容が多くなり、言語聴覚士など有資格の
人材を多数揃えることができました」。
　スタッフの充実度から“県内一のリハビリ”と
称され、病院としての魅力が光ります。

  夢に向かってこれからも
　70歳になっても精力的な飯盛事務長は「夢が
ないと切磋琢磨しないので企業も成長しませ
ん。私の夢は職員のための給料アップと、認定こ
ども園を建設し６歳まで一貫した教育の中でお
預かりすることです。目指す経営を維持するた
めには後継者の育成が重要です。共感してくれ
るスタッフを育てながらこれからも頑張ってい
きます！」と今日もスタッフを温かく見守りま
す。

昭和34年開設の吉原内科が起源。平成7年
に佐賀リハビリテーションを開設し、回復
期の患者を預かるリハビリ専門病院。
佐賀市南佐賀1丁目17-1
☎0952-25-0231

1948年生まれ。
大学卒業後、佐賀市役所に入職し、産業部長、佐賀中部広域連合事務局長を歴任。
平成21年に定年退職し、佐賀リハビリテーション病院へ就職。子どもは3人。

事務長
いさ  がい    かつ    み

飯盛 克己さん

イクボス
No.04

04 佐賀リハビリテーション病院
医療法人智仁会

企業紹介

相談しやすい雰囲気を大事にしている飯盛事務長

女性に大好評の
パウダールーム

木のぬくもりを感じる「ゆめっこ保育園」

　育休からの復職後、時短勤務のおか
げで仕事と育児のバランスがとれまし
た。係長として支えてもらってる後輩達
の役に立てればと頑張っています。

　先輩達に励まされて言語聴
覚士の資格を取得しました。ゆ
めっこ保育園があるので育休
後も仕事に専念できました。親
身に相談にのってくださる事務
長はお父さんのような人です。

看護師　係長  吉竹　智子さん（左）
よしたけ       とも こ

言語聴覚士  藤木　朋香さん（右）
ふじ  き        とも か

現場の声に耳をすませ
患者さまと職員のため
改善を続ける
職員の約８割が女性！産後のベテラン看護師や
理学療法士の離職を抑えるため時短勤務などを
実現。優秀な人材の育成と確保で経営を安定化
させた院内改革を牽引するイクボス事務長。
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現場の声

  課題を明確にし改善に取り組む
　行政から企業へと転職した飯盛事務長は、患
者さまと職員にとって素晴らしい病院にしよう
と「人材育成、職場環境の充実、経営の安定」の３
つの目標に取り組んできました。
　「何と言っても“人”が大事ですから勤続年数
に対応した研修制度を実施し、サービスの質の
向上を目指しました。明るいあいさつを徹底し
たところ患者さまから大変喜ばれ、院内の雰囲
気が明るくなり今では定着しています」。

　また、一人の部門長が100人近いスタッフを
管理している状況に着目し、４～５人のスタッ
フを係長がまとめるグループ制度を導入しま
した。
　「係長には良いところを伸ばすために加点方
式で評価するように指導しています。年に２回
スタッフとの面接を持つことで個人の悩みや家
庭の状況なども把握できるようになりました」
と相談しやすい環境が整いました。
　常に現場に足を運び、スタッフの意見に耳を
傾け改善に活かしてきた事務長は「患者さまに
できるだけ早く、元気に退院していただけるよ
うに365日毎日リハビリを行うようにしまし
た。それに伴い収入が上がれば経営が安定し、ス
タッフに還元できます。良い人材を求めるには
給与は絶対条件です」と話します。

  女性が多い職場だからこそ
　経験豊富な看護師が仕事と育児の両立に悩み
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期の患者を預かるリハビリ専門病院。
佐賀市南佐賀1丁目17-1
☎0952-25-0231

1948年生まれ。
大学卒業後、佐賀市役所に入職し、産業部長、佐賀中部広域連合事務局長を歴任。
平成21年に定年退職し、佐賀リハビリテーション病院へ就職。子どもは3人。

事務長
いさ  がい    かつ    み

飯盛 克己さん

イクボス
No.04

04 佐賀リハビリテーション病院
医療法人智仁会

企業紹介

相談しやすい雰囲気を大事にしている飯盛事務長

女性に大好評の
パウダールーム

木のぬくもりを感じる「ゆめっこ保育園」

　育休からの復職後、時短勤務のおか
げで仕事と育児のバランスがとれまし
た。係長として支えてもらってる後輩達
の役に立てればと頑張っています。

　先輩達に励まされて言語聴
覚士の資格を取得しました。ゆ
めっこ保育園があるので育休
後も仕事に専念できました。親
身に相談にのってくださる事務
長はお父さんのような人です。

看護師　係長  吉竹　智子さん（左）
よしたけ       とも こ

言語聴覚士  藤木　朋香さん（右）
ふじ  き        とも か

現場の声に耳をすませ
患者さまと職員のため
改善を続ける
職員の約８割が女性！産後のベテラン看護師や
理学療法士の離職を抑えるため時短勤務などを
実現。優秀な人材の育成と確保で経営を安定化
させた院内改革を牽引するイクボス事務長。
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現場の声

製品技術部　品質保証課

藤田  清子さん

  「従業員に寄り添った会社」での取り組み
　椿原課長が入社したのは2001年、「当時の社
員の平均年齢は25歳前後。育児休業など制度と
してはありましたが、みんなが若いということ
もあり、制度を利用する人はそれほど多くあり
ませんでした。それから17年、社員の年齢が上
がり平均年齢は40歳前後と結婚や子育て世代
の社員も増えて、働く人たちの家庭環境が変
わってきました。そこで制度をもっと利用する
ためにどうすればいいかと考えるようになりま
した」。
　JSRマイクロ九州は10年ほど前から時間外
労働削減など従業員の労働衛生に注力してきま
した。労働者の安全や健康を確保するための対
策や健康増進対策、子育て支援、産業医やカウン
セラーの面談などを通して心身の早期ケアにも
取り組まれています。
　「現在の女性社員数は16名、うち4名が育児休
暇を取っています。育休が終わっても時短など
を利用して職場に復帰する人がほとんどです。

昨年度は男性社員4名が3カ月の育児休暇を取得
しました。これができた理由として、会社の業務
拡大に伴い、部署を拡張し、仕事の細分化を図っ
たことで、社員それぞれの家庭環境を配慮した配
属ができるようになったことが挙げられます。

  「みんなが働きやすい職場に」を
  現場で実践するイクボス
　仕事の細分化により、他部門とのコミュニ
ケーションが低下し、生産性が低くなった時期

がありました。「従業員の側から大きく会社全体
を見るという視点が少し欠けていたような気も
します。そこで、社長と各部署から数名ずつで風
土改革チームを立ち上げました。『みんなが働き
やすい職場にしよう、笑顔で働ける職場にしよ
う』という意識が高まり生産性も向上しまし
た」。一方で、制度を利用しやすいがゆえに個人
個人の仕事をどうコントロールしていくかが重
要と話します。「我々は企業人ですから、仕事の
納期やお客さま、同僚のことも考えて、自己責任
で制度を活用していかなければなりません。『制
度があるから自由に取っていいよね』と主張ば
かりしていては会社が回らなくなります。また、
従業員同士の不公平感や誤解などが生じないよ
うにしなければなりません。」椿原課長は、部下
やチームへの的確な指導を行い、社員一人ひと
りを大事にしていこうという考えで行動されて
います。

  リーダーが率先して
  制度を利用することで模範を示す
　自身が結婚して子育ても経験し、プライベー
トが充実しているからこそ仕事に集中して取り
組むことができるという椿原課長。仕事では納
期管理をきっちりしながら、プライベートも大
切にしています。「PTAや地域の活動のために自
分が率先して有休をとることは、後輩に『将来、
自分も同じようにワークとライフを充実させよ
う』と思ってもらうためのメッセージでもあり
ます。と笑顔で話されます。
　課内は子育て中のお母さんやお父さん、両親
の介護をしている人もいれば、独身もいます。
「地域の消防団から呼び出しがありました」と言
う部下には「はやく火事を消しておいで」と送り
出すそうです。
　「社会でいろいろな職業の人と接することで
人として成長できます。子育てや地域の活動、ボ
ランティアなど自分がやりたいと思うことを一
生懸命やっている人は、応援したいですね。部下
と一緒にいいお父さ
んお母さんになって
いくのが目標です」
と語り、今日も部下
のことも考え、業務に
も子育てにも積極的に
取り組まれています。

　育児休暇後、時短勤務を取らせても
らっているので、仕事については無理のな
いプランを任せてもらっています。子ども
が体調不良のときなど、フレックスや休み
も快く承諾してもらっています。自分自身
がプライベートや子育てを大切に
している方なので、協力体制を
整えてくれます。個人個人の成
長を考えてアドバイスもしてくれ
る頼りがいのある上司です。

JSR株式会社のグループ企業として発足。
半導体用フォトレジスト、LCD用材料等の
ファインケミカル製品の製造、販売をして
います。
佐賀市久保泉町大字上和泉1580-1
☎0952-98-3001

イクボス
No.05

05 JSRマイクロ九州株式会社
企業紹介

社員の健康のために作られた
フィットネスルーム

部下とのコミュニケーションは大事と語る椿原課長

生産性を向上させる
チーム作りと社員の
働きがいの実現に向けて
働きがいがあり、多様な働き方のできる職場の
実現のために、チームワークの良い社風づくり
と安全衛生や健康経営、子育てサポートなどの
取り組みを現場で実践するイクボス。

1977年生まれ。
2001年新卒で入社。４児の父。PTA会長を務めて3年目、PTAの活動を通じて、地域
の活動にも積極的に参加している。「人は社会で育てられる」がモットー。

製品技術部　
品質保証課　課長
つば  はら　のぶ  たか

椿原 伸好さん

ふじた    せいこ

ワンフロアの社内は、明るく社員が働きやすい環境に
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  仕事+子育て+介護を経験
　専務として会社を支える田島専務。「結婚から
半年後に入社し経理を任されました。何かあれ
ば定休日でもすぐ出動。何より、男性ばかりの職
場の荒々しい環境を変えたいと強く思っていま
した」と語られます。妊娠を機に産休・育休を取
得されましたが、必要に応じて出勤することも
しばしばだったそうです。
　「子ども2人を育てながら仕事をし、さらに両
親の介護も重なって目の回る忙しさでした。夫
も出張が多く、ほとんど顔を合わせることはな
かったですね」と子育てをしながら働く大変さ
を経験したことが、女性の活躍推進と人材育成
への原点となりました。

  女性の活躍の場「リライフスタイル」
　田島専務は６年前に田島興産と女性起業家が
コラボした“リライフスタイル”を企画し、モデ
ルハウス「リライフ」を拠点にイベントを開催し
ています。

　「女性起業家の活動場所の提供や支援をし、共
に成長できる関係を築いてきました。女性が女
性を呼び、リライフが縁で女性社員の採用にも
繋がりました」。
　キッチンや水回りなど住まいに関わる仕事こ
そ女性の力が必要だと考えていた田島専務は、
佐賀県が取り組んでいる『はたらきたいけん（体
験）』も活用し、子育て中の女性を積極的に採用。
今では、お客さまの元へ訪問する「すまいるレ
ディ」や設計士、総務など、短時間勤務で仕事に

励む女性スタッフが増え、職場の雰囲気も変化
しました。

 社員を大切にした福利厚生
　「本来わが社は全員が揃う朝礼を重視してい
ましたが、ある社員から相談を受け、特例でフ
レックス出勤を許可しましたが、その後、希望す
れば誰でもフレックス出勤できるように変えた
ことで、時間に制約はあるけど優秀な人材を採
用できるようになりました。出社時間を固定す
ることで、良い人材を逃していたのです。遅れて
くる社員には部署朝礼でしっかりと社長の思い
を伝えてもらっています。幹部の成長に伴い、部
署朝礼が充実。現在、社員の約１割がフレックス
制度を利用しています」と田島専務。
　さらに習い事や研修費などを年間10万円ま
で会社が負担する研修制度も設けており、「社員
が生き生きしているね」「社員教育が行き届いて
いるね」と声をかけられるそうです。

  企業が社員を応援する
　多忙な時間の中でも、月に１度面談を設け、社
員の思いに真摯に耳を傾けている田島専務。「社
員がいてくれるからこそ、企業として成り立つ
わけですから一人ひとりが貴重な存在です。社
員が誇りをもって輝けるよう、まずは相手を知
り、私たちに何ができるかを真剣に考えています」。
　「“地域でお客さまを守り続ける”というわが
社の理念のもと、４年前から理念共感型採用を
導入したことで、入社時点から愛社精神に燃え
る人材が続々と増えています。今後は誕生から
終活まで暮らしのお役に立てることをしたいと
考えています。そこには今以上に女性の力が必
要になるでしょう。皆さんの暮らしのコンシェ
ルジュとして多くの女性に活躍してもらいたい
ですね。そしてそんな社員を私たちは応援した
いと思っています」と社員と会社の未来に期待
が膨らみます。

大正11年創業。リフォームや住宅メンテナ
ンスなど住まいに関する総合サービスを
行っています。
佐賀市水ケ江6-4-11
☎0952-23-3281

女性の活躍を応援！
社員一人ひとりが
輝ける企業を目指して
社員一人ひとりと、とことん向き合い、人材育
成と組織改革を実現したイクボス専務。住まい
に関わる仕事だからこそ、女性の意見を尊重し
誰もが働きやすい職場づくりを目指します。

1963年生まれ。
平成７年、結婚を機に夫の家業である田島興産に入社。３代目である夫を支えなが
ら仕事、子育て、両親の介護などを経験。子どもは２人。

専務取締役
た    じま

田島みゆきさん
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06 田島興産株式会社
企業紹介

社員の仲も良く、チームワーク抜群

和気あいあいと女性が輝く職場

多くの女性が集う「リライフスタイル」を企画されている

現場の声

　お客さまのお宅を訪問し、状況確認や
ご要望を伺っています。会社は雰囲気が
とてもよく楽しいです。褒め上手な専務
に自信をつけてもらっています。

　希望の勤務時間で良いと
言っていただきありがたかっ
たです。専務は仕事だけでな
く子育ての相談もじっくり聞
いてくださり、カウンセラーの
ような存在です。

すまいるレディ  羽多野珠理さん（右）
は   た   の  じゅ  り

総務管理部  道脇　明子さん（左）
みちわき      あき  こ
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　専務として会社を支える田島専務。「結婚から
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現場の声

  深刻な課題「ドライバー不足」
　今トラック業界は深刻なドライバー不足に
陥っています。トラック関連事故のニュースが
続いたことからドライバーの長時間労働が見直
され、一人あたりの勤務時間が短縮されたため、
それを補う人員を増やす必要がでてきました。
さらに免許制度の改正によってトラックを運転
するには資格取得が必要となり、採用の壁と
なっています。ドライバー不足は企業の存続を
も左右するもので、業界内ではドライバーの取
り合いになっているのが現実です。「弊社では資
格取得の費用は全額負担をし、初心者も歓迎し
ています」。と語る出部長。

  完全週休２日制の導入
　松浦通運は選ばれる企業になるため、社員が
働きやすい職場づくりに取り組まれています。
社長はワークライフバランスの改善のため、完
全週休２日制の導入を決断しました。そしてそ
れをたった半年で実現したのが出部長です。

　「それまで年間約
88日だった休日が
一気に110日に増え
ました。とはいえ業
務はありますから、
残業の増加が想定さ
れたので１日の就業
時間を7.5時間から
8時間に変更しまし
た。変化に対応できるのか怖かったですね」。
　営業日を減らしたことで顧客の減少が心配さ
れましたが、他の運送会社でも勤務体系が見直
されていることと、取引先も安さより安全性を
重視する傾向となり、「安全」を第一とした松浦
通運のサービスが評価され、選ばれる企業と
なっていきました。
　結果的に利益の高い仕事を請け負うことがで
きるようになり、業務を増加させることなく、社
員を早く帰すことができ、働きやすい職場づく
りが実現されました。

  家族に喜ばれる企業
　「私個人で言うと、毎週土曜が休みになったこ
とを一番喜んでいるのは妻です。妻は半日勤務
の土曜はバタバタと帰ってきて子ども達の世話
をしてくれていました。今では私に任せ『今日は
友達とランチをして帰ってくるね』と気持ちの
余裕ができたようです。
　仕事という言い訳ができなくなり子育ての大
変さを実感していますが、子ども達は私と過ご
す時間が増え喜んでくれているようです。
　また、病院に連れて行ったりすると子連れの
社員と偶然会うことが増え、お互いの家庭を知
ることで心の距離も縮まったように感じます」
と効果を語ります。
　女性が全体の２割という職場では、産休・育休
制度もしっかりしており、毎年1人は活用され
ています。男性は有給扱いで休める「出産休暇」
があり、手持ちの有給を減らさずに使えると好
評です。

　「弊社は保険、保障はもちろん退職金制度も用
意しています。ドライバー業界でここまでそ
ろっているところは珍しいようで、即戦力とし
て転職してくれた社員がたくさんいます。収入
だけなら他にも良いところもありますが、弊社
は労働条件の良さで勝負しています。家族に喜
ばれると簡単に転職しないように思いますね」
と笑顔で話します。
　管理部として長年職場環境を整えてきた出部
長の取り組みが実を結んでいます。

  企業の成長は職場づくりが鍵
　これからは、外国人の採用、定年の引き上げな
ど、全ての人が活躍できる職場環境づくりに挑
戦すると語る出部長。
　「完全週休2日制にし、年間の休みを120日ま
でもっていきたいですね。社員一人ひとりを大
切にすることが会社の発展に繋がります。皆が
楽しく働けるよう、労働条件で勝負できる企業
を目指します！」と熱意に燃えています。

　子どもが幼いので何かあった時でもすぐ
対応できるよう、地元での勤務を希望して
いました。職場の雰囲気も明るく、仕事がし
やすいです。また、出部長は相談もしやす
く頼れる上司です。前職では土曜
日は半日仕事に出ていましたが
今では2日連休がとれるので家
族と一緒に過ごせる時間が
増え、満足しています。

昭和19年設立。唐津港に面した立地を生か
し、国内外から届いた荷物をきめ細やかな
サービスでスピーディに届けます。
唐津市中瀬通10番37
☎0955-72-2121

1970年生まれ。
平成５年に松浦通運　総務課に入社。その後、経理課、同マネージャー、情報システ
ム課長などを経て平成27年より管理部長に就任。２児の父。

管理部部長
いで　　  まさ  し

出　将士さん

イクボス
No.07

07 松浦通運株式会社
企業紹介

親身に相談にのる出部長

女性が活躍する職場

安全第一で
全国に荷物を運びます

深刻な人材不足の運送業
家族が喜ぶ手厚い保障で
会社と社員を守る！
企業の存続さえ危ぶまれる運送業界のドライバー
不足の中、労働条件の改善で新たな人材を確保する
イクボス部長！安心保障と週休2日制の拡充で、社
員の家族に喜ばれ、優秀な人材を逃しません。

管理部　総務課

織田  竜世さん
 お  だ　りゅうせい
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  しっかり休んで効率アップ
　「休むことで体と心も休まり、仕事の効率アッ
プに繋がると考え休日改革を行いました」と話
す松尾社長は、自身も４人の子を持ち、育児も楽
しむイクメンです。
　「私が子どもの頃、会社の休みは雨の日のみ
で、父親が運動会に来てくれたことはありませ
んでした。今は私が父親となり家族と過ごした
いと思うからこそ、社員の気持ちがよく分かり
ます。そこで社長に就任したのを機に休業日を

日曜日のみから第２・４土曜と祝日にまで増や
しました。また、以前は先輩や上司が残っている
と帰りづらい風潮がありましたが、仕事が終
わったら早く帰るように率先して声をかけてい
ます」
　社員からは休みが増えたことで行動範囲も広
がり、プライベートがより充実したと喜ばれて
いるそうです。
　1年間“誕生日休暇”を実施しましたが「誕生日
が日曜だったり、祝日だったりして、社員から不
公平だ！と声が上がったため無くしました。給
料を一気に上げることはできないので社員に喜
ばれることに取り組んでいきます」と次の手を
思案されています。

  女性の活躍に期待
　建設業界は昔ながらの男社会で、屋外での力
仕事が多いことから敬遠されがち。人手不足に
悩んだ松尾社長は女性を積極的に採用し始めま
した。現在、トラックや重機の運転担当が１人、

土木の現場監督見習
いと建築現場で女性
社員が頑張っていま
す。
　「建設現場で働く
女性は県内でも十数
名程度と少ないです
が、女性ということ
で男気の強い職人た
ちからも優しく教え
てもらえ、働きやす
い環境かもしれない

と思いました。採用時には現場の現状を全て話
しました。それらを納得の上で入社してもらい、
今は現場監督の資格取得などを目指し頑張って
ます。彼女たちが入ってくれたおかげで男性社
員が小綺麗になり、話し方も柔らかくなるなど
良い影響がでています。昔から怒鳴っている声
を聞くのが嫌でしたが、それも解消されました」
と笑顔で話します。

  資格取得を全力応援！
　社員の資格取得を推奨し１級建築士、施工管
理技士、土木施工管理技士などの有資格者が多
いのが強みです。
　「建設業界で資格は必須条件です。私から受験
を勧めることもありますが、手当として給与に
も反映しますのでみんな必死で取ります。試験
直前は勉強休みを取ることも認めています。本
人のためになるので全力で応援しています」

  未来を創る企業を目指して
　「今後は完全週休２日制に取り組みます。ま
た、社員が結婚や出産、介護などに直面した時、
それぞれの現状に応じて仕事を見直し、休みや
すい雰囲気を育んでいきたいです」と話す松尾
社長は、社員の変化を見逃さないようにするた
め、全社員が揃う朝と夕方はなるべく在社し、コ
ミュニケーションの場を設けています。
　「わが社の理念は『未来社会の建設』です。人と
社会を育てることが明るい未来の建設に繋がる
と考えています。どれだけ技術が進んでも、結局
は人です。社員の振る舞いが会社全体、そして社
員全員の生活に影響する場合もあるので『会社
の制服を着ている時は私の代わりだと思って動
いてくれ』と話しています。これからも社員と一
丸となって、一緒に喜び、一緒に成長できる企業
であり続けたいと思っています」と、お客さまと
社員の笑顔のため、情熱と誠意をもって仕事に
取り組まれています。

大正14年創業の建築、土木、舗装業を柱と
した総合建設業。有資格の技能者を多数擁
し、建築や維持管理を行っています。
武雄市朝日町大字中野10405番地
☎0954-23-2155

1978年生まれ。
平成26年に現職に就任。4児（２歳～小学６年生）の父で、保育園や幼稚園の年中行
事や学校行事などに積極的に参加する。

代表取締役社長
まつ     お　 きみ  ひろ

松尾 公博さん

イクボス
No.08

08 松尾一建工業株式会社
企業紹介

ワンフロアなので社員の顔が見渡せる

女性社員の要望に応え
快適な化粧室にリフォーム

地域に根ざした社会貢献にも取り組む

資格取得×女性の活躍
しっかり休んで
仕事に弾みを！！
老舗建設会社の４代目社長はイクボスイクメン。
プライベートの大切さが分かるからこそ休みを
増やし、仕事効率アップを実現。さらに女性技術
者の登用で建設業界の未来を拓きます！ 

現場の声

大型車を運転したいという憧れで入社し、
現在は砕石を積んだ大型トラックの運転や
ユニックなどの重機を操作しています。社
内の人間関係も良く、社長も気遣って声を
かけてくださいます。また、重い物を運ぶ時
は男性がサポートしてくれ、とて
も働きやすい環境です。お陰で
3人の子育てをしながら20年
勤めることができています。

ドライバー

中島  浩子さん
なかしま      ひろこ
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  安心して働ける環境を整える
　伊万里を拠点に県内外の建設事業に取り組ん
でいる吉永建設。３代目の吉永茂樹さんは、39
歳で社長に就任した時から会社の保障制度の充
実に努めてきました。
　「元々農業をされている方が多く、休みは第３
日曜日と雨の日という曖昧なものでした。社長
になってまず行ったのが保障制度の充実と休日
の明確化です。休みを毎週日曜日と隔週土曜、祝
日と決め、出勤日が雨で仕事ができないときは

有給休暇をとってもらい、逆に休日に出勤する
時は休日出勤扱いとしました。
　さらに将来を見据えて産休・育休制度も整備。
　「元から兼業農家の社員も多く農繁期は１週
間くらい休む方もいたので、有給休暇は取りや
すい雰囲気だったと思います。それでもきちん
と制度化したことで、男性も育児や親の介護な
どで休みを取りやすくなりました。なにより会
社に対する安心感があると思います」と吉永社長。
　現在は有給休暇取得率45％が実現し、悩みの
種だった離職率も下がってきました。

  育てた社員を手放さない
　吉永建設で初めて産休・育休の申請をしたの
は経理の女性社員でした。
　「建設業の経理は専門用語が多く、複雑で独特
なため、業務を覚えるのに３年はかかります。彼
女は産休後の復職を希望してくれていたので、
本人の希望を最優先にしっかり休んでもらいま
した。不在の間は総務のスタッフと私もフォ

ローをし乗り切ることができました。現在は復
職し、フルタイムで働いてくれており、とてもあ
りがたいです」。
　保障制度を整えていたからこそ、せっかく育
てた有能な社員を手放さずにすみました。

  電子化も積極的に導入
　書類の電子管理を積極的に導入し、残業時間
の短縮にも成功。
　「社員からは早く家に帰れるとリフレッシュ
できると喜ばれ、社内の雰囲気も明るくなりま
した」。
　さらにこうした働き方への取組が功を奏し、
10代、20代の若い社員が定着するようになっ
てきました。
　「建設業は資格をとって一人前と言われます
が、試験に合格しても多種多様な実務経験や技
術を磨かないと実力はつきません。そのため一
人前になるまでには15年以上かかります。若い
人が入っても投資期間の方が長いですが、それ
でも継ぐ人がいないと技術も継承できません」。
　資格は財産と言い切る吉永社長は、社員のス
キルアップを応援しています。

  丁寧に接する
　とても物腰の柔ら
かい吉永社長に、社
員と接する際の関わ
り方を尋ねると、「丁
寧な対応を心がけて
います。常に相手が
どう受け取るかを考
えて言葉を発してい
ます。それぞれの家
庭環境にも配慮し、
顔を合わせた時は短
くても声をかけるよ
うにしています」と
穏やかな笑顔を見せ
ます。

  それでも“辞めない”職場
　若い人には気持ちや時間の余裕が大事と語る
吉永社長。これからの目標を語ってもらいまし
た。
　「建設業は休みを増やせば、その分限られた時
間の中でいかに生産性を上げるかが難しいです
ね。それでも社員が定年になるまで安心して働
ける環境を責任を持って作っていきたいです。
これからも社員が働きやすいと思える企業を目
指したい。そのためにこれまでの取組をもっと
進めていきたい」と強く決意されています。

大正９年創業。土木工事を得意としダム河川の
総合開発や水源流域の保全事業など地域に根
ざし環境に配慮した工事を行っています。
伊万里市二里町中里甲3374番地
☎0955-22-3339

1963年生まれ。
平成14年に吉永建設３代目代表取締役に就任。穏やかな人柄で社員に慕われてい
る。週末は仲間とのライブ活動を楽しむ。子どもは3人。

代表取締役
よし  なが    しげ     き

吉永 茂樹さん

イクボス
No.09

09
企業紹介

社員と和やかに話す吉永社長

こども見守り番の家など
地域への貢献も取り組む密なコミュニケーションを大事にしています

現場の声

　会社の要の経理を任せてもらい、責任
感とやりがいがあります。特殊な業務が
多いのに産休と育休をとらせていただ
き、職場の理解に感謝しています。吉永
社長は企業の代表として尊敬しています
が、家庭のことも親身に相談にのってく
ださるので父親のようでも
あります。とても働きやす
い職場なので、これからも
長く働きたいです。

吉永建設　株式会社

経理

吉田　奈々さん
よし  だ         な    な

若い社員が安心して
長く働ける会社へ
保障制度を整備
「若い人には余裕が大事」と言い切るイクボス社
長は時代のニーズを先取りし、休日を増やし、育
児休暇など保障制度を整備。その結果、若い人材
の確保を実現し大切に育んでいます。
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現場の声

  ワークライフ・マネジメントの取り組み
　井上所長の入社は26年前、周りの社員はほぼ
男性でした。新卒で入社した井上所長は、「ひた
すらやれる限り仕事をしていた」といいます。当
時はリコーの販売会社も各県にあって社内制度
もバラバラに取り組まれていました。そして販
売店などが統合し、リコージャパンとして全国
の営業部門とサービス部門が一体化したころか

ら様々な社内制度が充実してきました。
　主な制度として、育児休暇制度をはじめ介護
休暇、時間単位年休などがあります。男性女性関
係なく、時短勤務もできます。「昨年、佐賀支社で
初めて男性社員が育児のために時短勤務を取得
しました。お客さまにも時短勤務だということ
をご理解いただいた上で、スケジュールを組む
ことができ、実現できました」。

  「制度を現場に生かす」とイクボス宣言
　いろいろな制度が充実していく中で、リコー
ジャパンでは一年ほど前から管理職による“イ
クボス宣言”が行われています。「私の宣言は『制
度があっても現場に生かさなければ何にもなら
ない』。どうやって生かしていくかを宣言しまし
た。その一つとして、男性社員から育児休暇を取
りたいという申し出があり、取得してもらいま
した。部内には多くの20代がいます。同じ世代
の人から見て、このような制度があることはこ
れからの自分の生活を決めていくためにも非常

にいい事例だと考えました。佐賀支社の社員の
平均年齢も上がってきています。今後、育児休暇
だけではなく、介護などで休暇や時短勤務を希
望する人も出てくるのではないか。そのために
も制度を利用するには周りの理解が必要です。
本人も周りへの感謝が大切です。これが当たり
前ではないということは忘れないでほしい」。と
井上所長は熱く語ります。
　リコージャパンは、働き方改革の一つとして、
残業時間の削減にも取り組まれています。「今は
定時で帰るように勧めています。初めのころは、
早く終わらせましょうと言っても『いえ、終わり
ません』ということもありましたが、仕事のやり
方をみんなが考え、テレワークなどのITを活用
できる環境整備や、会社の強みであるシステム
を活用し生産性の高い働き方を意識して、改善
に取り組んでいます」。中でも特徴的なのは『残
業ルーム』。残業する人は残業申請を出し、残業
ルームに移動する取組み。「そこまでやって残業
をする必要があるのかを社員に問いかけるいい

機会になっています。早く帰ることが習慣に
なってくると、みんな「早く帰って何をしよう」
と考えるようになりました。みんなが自分の時
間を楽しめるようになってきています」。と笑
顔。

  社員とのコミュニケーションを大切に
　「私がマネージャーになった時に考えたこと
は、若い人たちがこれからどうなっていきたいの
かということ。最初は話していてもかみ合わない
こともありましたが、朝、出社した時と外出先か
ら戻った時に、ちゃんとその人を見て話をするこ
とだけは心がけています。できるだけ、帰ってき
た人のところに行って話をする、何か言ってもら
えれば、問題点を見つけ出し、次の対策ができま
す」。と話す井上所長の今後の目標は「会社の制度
を理解してもらって、それが使える雰囲気を整え
ていくこと。また、一人ひとりには個人差があっ
て、その人に合った育成やマネージメントを行っ
ていくことが私の課題」とイクボス宣言の達成に
向けて邁進されています。

複合機などのリコー製品を中心とした商
品・ＩＣＴサービスを提供し、お客さまの
経営課題の解決や企業価値の向上に貢献
佐賀市兵庫町瓦町四本松1082
☎0952-24-0261

1969年生まれ。
1992年佐賀リコーに新卒で入社。販売会社の保守サービスに携わってきた。佐賀県内の営
業所を転勤し、佐賀支社勤務に。3年前より現職。遅かった帰宅時間も現在では18時に退社。

販売事業部  佐賀支社  佐賀S&S部
佐賀第二サービスステーション  所長
いの  うえ　ひろ   き

井上 博喜さん

イクボス
No.10

10 リコージャパン株式会社 
佐賀事業所（佐賀支社）

企業紹介

部下の相談に親身にのる井上所長

ウォーキングイベントなど社内イベントも活発

ＩＣＴと制度利用で
社員一人ひとりの
モチベーションアップ！
「いろいろな制度をどうやって現場に生かすか」
をイクボス宣言した井上所長。仕事とプライ
ベートの両立が仕事のモチベーションにつなが
ると、制度の活用を推進しています。

　育児のため時短制度を活用しています。
家庭の事情で子どもをみてくれる人がい
ないので上司に相談したところ、快く取ら
せてもらいました。16時までの勤務ですが
15時半くらいになると、井上所長はじめ周
りのみなさんが声をかけてくれま
す。16時以降の仕事は他のサー
ビスマンが担当してくれたり、所
長の理解と周りのサポートに助
けてもらっています。
佐賀第二サービスステーション　
セールスエンジニア

石井  義宏さん
いし い　   よしひろ

ＩＣＴを使って、外出先でも事務業務が可能
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　社員の働きやすい職場環境をつくるといって
も、企業ですから生産性を上げることが重要で
す。
　まずは現在の職場や仕事を見直し、無駄な打
ち合わせや会議をなくし、システム・IoTの導

入やメールの活用で、時間短縮が可能となりま
す。時としてはお客さまに「できません」と断
る勇気も必要となります。
　そして長時間労働で終わらせていた仕事をで
きるだけ短い時間の中で終わらせられるよう、
社員一人ひとりが主体的に計画を組み立てて、
スケジュール管理ができれば、生産性は向上し
ていきます。
　働きやすい職場に変えようとすると、最初は
利益が下がることもありますが、そこを耐える
と無駄がなくなり、１～２年後には業績が伸び
る企業がほとんどです。

　私は大手ＩＴ企業で部長をしていた当時、部
下に「どこで働いても通用する人材であること
が大事だ。自分の成長のために力をつけろ」と
指導してきました。ボスがいなくてもちゃんと
仕事が進むよう、「部下力」を育てるのもイク
ボスの務めです。

　また、部下との信頼関係を深めるためにたく
さん会話をし、部下と共有のスケジュールには
予定に「子どもの送迎」「授業参観」なども記
入していました。この時、上司自らプライベー
トを開示することが大事です。すると部下も自
分のことを話してくれるようになり、互いを思
いやる心が育まれていきます。
　育児やプライベートを応援してあげると、部
下が仕事に意欲的になり、理解ある職場に貢献
しようと思うようになります。その結果モチ
ベーションも上がり、作業効率を上げるために
仕事を見直し、イノベーションを起してきま
す。最終的にワーク・ライフ・バランスもと
れ、企業と社員の双方にとっていい循環が生ま
れていくのです。
　安心して続けられる職場だと分かれば人は辞
めません。少子化の時代では人材の取り合いで
す。今いる社員の代わりは簡単に見つからなく
なるでしょう。今の社員を大事にすることに気
づいてください。

　能力が高く優秀な社員ほど、より働きやす
く、自分を高く評価してくれる場所を求めてい
ます。就職活動中の学生は企業をよく調べてい
るので、採用戦略としてイクボスも推進してい
る企業が増えています。
　他社がより良くなっているんですから、御社
も今からでもやらないと差は開くばかりです。
　「そうはいっても休みを増やすと売り上げが
落ちる」と心配される方もいるでしょうが、目
先のことにとらわれていると「木を見て森を見
ず」になってしまいます。もはや「イクボス」
は育児をしている人の福利厚生だけではなく、
企業が成長するためのマネジメント・スキルで
す。会社の規模は関係ありません。
　今後は全ての上司がイクボスである「イクボ
スの標準化」が求められるでしょう。幹部や経
営者全員が優秀な「イクボス」になれば企業の
未来はさらに明るいものになります。

　育児にはあまり携わらなかった男性ボスも、
これから介護に直面するでしょう。今「イクボ
ス」を進めることが、将来のご自身と企業のた
めになるのです。
　まずはイクボス10カ条の「隗より始めよ」
で、ボス自らが連続休暇をとり、育児や趣味、
旅行に出てワーク・ライフ・バランスを実感し
ていただきたいです。

　働き方もテレワークをやってみるとか、利便
性を実感してみてください。決定権を持つ人が
休んだりと、多様な働き方を体感することで、
良さも課題も見えてきます。
　イクボスのいる会社は、父親である男性社員
のワーク・ライフ・バランスが良くなり、家事
の時間が増え、結果、第2子以降の出生が増え
るというデータもあります。ボスが変われば社
会問題にも影響を与えるほど使命が大きいので
す。
　幕末維新期という激動の時代に偉人を数多く
輩出した、志高き佐賀県民の皆さんだからこ
そ、私は強く言います。
　今こそ「イクボス維新」で立ち上がりましょう!!

安藤  哲也
1962年生まれ。2男１女の父親。出版社、書
店、IＴ企業など９回の転職を経て、2006
年にファザーリング・ジャパンを設立。「育
児も仕事も人生も笑って楽しめる父親を増
やしたい」と、年間200回以上の講演や企
業セミナーなどで全国を飛び回る。子ども
が通う小学校でＰＴＡ会長、学童クラブや
保育園の父母会長も務め、“父親であること
を楽しもう”をモットーに地域でも活動中。

あんどう   てつ  や

1 イクボスになると生産性が上がる

2 優秀な人材を育てる

4
イクボス維新で社会を変えよう！

3 採用戦略としてのイクボス

4 イクボス維新で社会を変えよう！佐賀の未来を担うボス達よ
「イクボス維新」で
立ち上がれ！！
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そ、私は強く言います。
　今こそ「イクボス維新」で立ち上がりましょう!!

安藤  哲也
1962年生まれ。2男１女の父親。出版社、書
店、IＴ企業など９回の転職を経て、2006
年にファザーリング・ジャパンを設立。「育
児も仕事も人生も笑って楽しめる父親を増
やしたい」と、年間200回以上の講演や企
業セミナーなどで全国を飛び回る。子ども
が通う小学校でＰＴＡ会長、学童クラブや
保育園の父母会長も務め、“父親であること
を楽しもう”をモットーに地域でも活動中。

あんどう   てつ  や

1 イクボスになると生産性が上がる

2 優秀な人材を育てる

4
イクボス維新で社会を変えよう！

3 採用戦略としてのイクボス

4 イクボス維新で社会を変えよう！佐賀の未来を担うボス達よ
「イクボス維新」で
立ち上がれ！！
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できることから始めてみましょう。

佐賀県の労働時間は全国平均よりも長いと
いう結果がでています。
ボス自ら、自分の時間を作るために業務を
見直しましょう。

組織の将来像と、部下の将来像を一緒に描
き、しっかりとした目標を定めたうえで、
現状の課題と目標を部下と共有し、そこに
向かって一緒に駆け上がっていくことが大
切です。
そのために、明確＆丁寧なPDCA（計画、
実行、評価、改善）が、必要になります。

部下と将来像を共有

任せられる仕事は任せてみましょう。ボス
の仕事が明確になり、部下のヤル気、成
長、責任感の成長につながります。

部下にとって仕事への安心感、忠誠心、責
任感が向上する効果があります。

部下に仕事を任せる

「チーム成果」「時間
当たりの成果」を意識
させることで以下の効
果があります。
・自立する。　
・周囲に配慮する。　
・無駄な業務をしなくなる。
・時間を大切にする。　　　　　　　
・制約があっても成果を出せる仕組みを自
らつくる。

チームで
成果を上げることを明言し、
具体的なアクションを示す

「私は誰にも気付かれていない存在だ」と
思ってしまう部下をゼロにする。
「水や空気みたいな、あって当然」という
仕事や、裏方、ルーティーン業務などにも
脚光を。
契約社員やパートなどを、正社員の手足
や、使い捨てのコマ扱いにしない。
嫌われ役、煙たがられる存在、マイナスイ
メージの職種にこそ、仕事の意義をしっか
り伝える。

全職種に価値があると
明言する

普通にワークライフバランスを進めていく
と、ぶら下がり型や権利主張型の部下が増
えてくるので、そうならないために
ワークライフバランスは「緩い」のではな
く、「厳しいもの」という意識付けを。

上司と部下双方の合意を得たうえで、明確
な職責を与える。
チーム力が高まることで、業務の生産性が
向上します。

権利主張の前に
職責を果たさせる

ボス自ら無駄をなくし、
自分の時間を見直そう

部下の仕事内容を把握することは基本中の
基本。
チェックシートや工程表、共有カレンダー
を活用し、部下を「見張る」のではなく、
「見守る」ことで業績改善。

傾聴、共感、称賛
①傾聴：部下の話を「聞き流す」のではな
く、「聴き入れる」。
②共感：部下の置かれた環境を理解し、安
心と信頼感を与える。
③称賛：部下の良いところを認め、努力し
たことをほめる。

部下の仕事を把握し、
効率化を図ろう

個人の生活が多様化している現代におい
て、部下のニーズはさまざま。部下のワー
クライフバランスを保つために、彼らの大
切な私生活（ライフ）への配慮を行いま
しょう

聞き出すのではなく、気軽な声がけやボス
自ら自分の話をすることで部下に寄り添う
姿勢を。

部下の生活を知ろう！

・自分自身の仕事内容を書き出し、重要度
を決めて、そうでない仕事は減らす。
・会議時間の短縮
　会議の目的・内容を明確にする。
　事前に資料を配布する。
　終了時間を明記する。
　これだけでも時間短縮につながります。

イクボス宣言をしよう！
34ページに

イクボス宣言を明記しましょう。

今から取り組めるイクボスへの道

「予定のない」予定を、勤務時間中につく
りましょう。
部下の育成・ボス自身の自己研鑽・社内の
マネジメントなどに時間を費やすことがで
きます。
もちろんいざという時には自ら代打になれ
るように。

予定がない時間を予定表に予め入れておく
こと。ボス自身が余裕の時間をつくる習慣
づくりを。

「ヒマになる・帰る・休む」
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イクボス行動宣言
女性の大活躍推進佐賀県会議

　「女性の大活躍推進佐賀県会議」は、女性の活躍により、企業の発展及び地
域経済の活性化を図るとともに、女性が能力や感性を発揮し、生き生きと働き
続けられる社会づくりを目指し、平成26年１月に発足しました。女性活躍推
進やキャリアアップに関するセミナー等を定期的に開催しています。
　また、会員企業から推薦された方々でワーキンググループを組織し、本会議
への事業提案を行っています。本冊子はワーキンググループの発案で作成しま
した。

　本会議の設立趣旨にご賛同いただける団体・企業の「会員登録」「自主宣言
登録」を随時受け付けています。
　ご登録いただいた際は、事務局から登録証を発行・送付させていただきま
す。詳しくはホームページをご覧ください。

（佐賀県男女参画・こども局　男女参画・女性の活躍推進課内）
TEL：0952-25-7062　FAX: 0952-25-7338
Mail：danjo-katsuyaku@pref.saga.lg.jp

ht tps : / / juw-saga . jp/

女性の大活躍推進佐賀県会議事務局

この冊子の電子書籍の
ページもあります！

ワーキンググループメンバーも
取材に同行しました
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　ワークライフバランス　部下への理解　ダイバーシティな経営　ライフのための知識　組織浸透　業務改善　時間捻出　提言　有言実行　隗より始めよ　イクボス宣言　ライフモデルの多様化　大介護時代の到来　社内のチームワーク　部下への委任　コミュニケーショ
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間労働の是正　チーム力の強化　ワークライフバランス　部下への理解　ダイバーシティな経営　ライフのための知識　組織浸透　業務改善　時間捻出　提言　有言実行　隗より始めよ　イクボス宣言　ライフモデルの多様化　大介護時代の到来　社内のチームワーク　部
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